


制

楓

末日聖徒イエス・キリス ト教会

大 管 長 会

ス ペ ンサ ーW・ キ ンポ ー ル

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

ゴ.一 ト.ン ・B・ ヒ ンク レー

十 二 使 徒 評 議 員 会

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン

リグ ラ ン ド ・リチ ャ ー ズ

ハ ワ ー ト.・W・ ハ ンタ ー

トー マ ス ・S・ モ ンソ ン

ボ イ ド ・K・ パ ツ カ ー

マ ー ヒ.ン ・J・ ア シ ュ トン

フ ル ー ス 、R・ マ ッコ ン キ ー

L・ トム ・ペ リー

デ ピッ ト.・B・ ヘ イ ト

ジェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト

ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェル

顧 問

M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド

日一 レ ン ・C・ タ'ン

レッ ク ス ・D・ ビネ ガ ー

チ ャ ー ル ズ ・A・ デ ィデ ィ エ

ジョ ー ジ ・P・ リー

F・ エ ンツ ィ オ ・プ ッ シ ェ

編 集長

M・ ラッセル ・バラー ド

国 際機 関誌

編集主幹 ：

ラ リー ・A・ ピラー

編集副主幹 ：

デ ピッ ド・ミッチ ェル

子供の頁編集 ：

ポニー ・ソー ンダー ズ

デザイナー.：

ロジヤー 幽ギ リンク.

制作 ：

ノーマ ン ・プライス
1

獄響.

識議.

藷灘

も 〈 じ

この世の救いの原則

最後の努力をしていますか・

クエン力兄弟の信仰

私があなたを遣わした

聖徒たちの集う礼拝堂を・…

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー1

・・… バ ル ・R・ ク リスチ ャ ンセ ン… … …9

フ レッ ド・.R・グ ラデ ン ・ジ ュニ ア … …15

キ ャ サ リ ン ・ス コ ッ ト17

・・… ロ ナ ル ド ・C・ パ ー カ ー18

灘 璽 晟てもたらされる・

あ るイ ギ リス 海 軍 兵 の 冒 険 ・・

ミ リア ン

バ ス に 乗 って

夜 明 け

か さ 男

穴 ぐ らの 中で

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ ス

ロ ー カ ル ・ニ ュ ー ス

・・… カーマ・T・プ リート，ロイ・A・プ リー ト… ・…20

… ・ウ ィ リア ム ・G・ ハ ー トリ ー・・… ・…23

ラ イ ネ ・T・ デ リ ッ ク30

オ ー ビ ッ ド ・ゾ リ ンガ ー33

ロ ー レ ン ・C・ ダ ン36

フ ラ ン シ ス ・オ ー ル トマ ン38

ア イ.リ ス ・シ ン ダ ー ガ ー ド40

ハ ワ ー ド ・ボ ー ナ ー43

発行所

印刷所

配 送

定 価

聖 徒 の 道ll月 号

末 日聖徒イエス.・キリス ト教会

東京都港区南麻布5「1030

株 式会社 精興社

東京ディストリビューション・センター

東京都世田谷区上用賀4-9-19

年 間予約2，200円

海 外予約2，200円 ・

INTERNATIONALMAGAZINEPBMAO631JAPrintedinJapan

郵便振替ロ座番号 東京0-41512
ま つ じつ

口 座 名 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リ ス ト教 会

東京デ ィストリビューション ・セ ンター

45

●



大管長会メッセージ

この世の救いの原則

第二副管長

マ リ：オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

A日 ， 私たちは広範囲にわたる深刻な経一7

済 および社会状態に直面 しています。

しか しこのような経済的圧迫 さらには剥奪

にさえも直面 しなければならない時代は，

教会員にとって目新 しいこ とではあ りませ

ん。教会歴史の中で，聖徒 たちは一度 なら

ずたびたびそのよ うな試練に立ち向かって

きました。その結果，主は教会の初期 の時

代からずっと，指導者が一定の正 しい原則

をはっきり理解で きるように，導いて きて

下 さっています.こ の世の救 いに関す るそ

れ らの基本原則を， ここで再確認す る必要

があるようです。

今世紀の初め， ジョセブlF・ ス ミス大

管長はこの世の救いの重要性 と霊的な救い

との関係 をこのように説明しています。「あ

なた方は，物質的 なもの と霊的なものが溶

け合っていることを， いつ も心 に留めなけ

ればな らない。このふたつは分離した もの

ではない。私 たちが地上にいる限 り，片方

な しで もう一方のことを行な うこ とはで き

ない……末 日聖徒 は，霊的な救いだけでな

く， この世の救い をもたらす福音を信 じて

いる。私 たちは，牛や……菜園や農場……

そのほか私たち自身 と地上の家族 を養 うた

めに必要なものを備えなければならない……

私たちはまず善良，忠実，また正直で勤勉

な人にならなければ，本当に良い，信仰深

いキリス ト教徒にはなれないと思 っている。

それで私たちは，勤勉，倹約，謹厳を説 く

福音 を宣べ伝 えている。」(「福音の教義」，ソ

ル トレー ク・シティー，デゼレ トブック，1939

年 ，第10章p.201)

この世の救 いの最 も根本的な原則は，ふ

たつの基本概念か ら成 っています。すなわ

ち個人の扶養(個 人の自立)と 家族の扶養
-

(家族 としての自立)で す。 この最初の原

則である個 人の 自立は，教会の基本的な教
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この世の救いの最も根本的な原則

は，ふたつの基本概念から成って

います。すなわち個人の扶養……

と家族の扶養です。

義である自由意志か らきています。 自由意

志の教義は，人間の本質は霊的な物質すな

わち英智から成っているという真理に基づ

いています。 この英智は，聖典 の中にこの

ように記 されています。 「……神の置きた

まいし範囲に於て独立 し，独 りにて働 くな

り……見よ，ここに人の自由意志あ り。……」

(教義 と聖約93：30-31参 照)

この永遠の状態の結果 として，エ ロヒム

は， 人間を創造 し，この地上に置 くに当た

って，入間に自らの思い通 りに行動する自

由意志を与えられました。この 自由意志は

生活②あらゆる面にあてはまるもあですが，

物質的な事柄に関して，主は特に念入 りに

指示してお られます。「そは，わが生 くる者

の為 に造 りて備えたるこの世の幸福 を掌 ど
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る者 として，すべての人をしてその責に任

ぜ しむるは主なるわれ必要 とする ところな

ればな り……地は物に満 ち足 りて余 りあり。

然 り，われよろずの物 を備 えて人の子 らに

これ を与え，人 各々 を自由意志によりて動

く者 となす。」(教 義 と聖約104：13，17)

この ように，私たちが選択 しさえすれば

＼物質的に も霊的にも 「自分
の救いを達成」

し，この第二の位で約束 されている祝福に

あずかれるよう，すべてが整えられている

ことがわか ります。教会で看 われ る自立 と

いうのは，英智や自由意志 といった教義 と

関連のある永遠 の真理からきています。とす

ると当然なが ら， 自立 ということは多 くの

予言者が教 えているように，福音の計画の

基本的な真理 ということになります。

自立 というのは， 技術や才能面での個 人

的な成長を意味し， 自分 自身の必要や欲求

を満たすためにそれ らを応用することです。

さらに， 自己訓練によってそれらの技術 を

修得 し， 自制心 と慈悲の心 をもって 自分 自

身と他の人々 を祝福す るためにそれ らの技

術 を使 うことです。主がこの第二の位で，

身も心 も健全なすべ ての御 自分の子供たち

に， それ らを達成するよう望んでお られる

とい うことは，労働すなわち生活 を支える

ために熱心に働 くこ とを説いた多 くの聖 句

の中で明 らかにされてい ます。

例 をあげてみましょう。初めに，主は働

くことを生活 を支えてい くための手段 とし

七定め られました。主はアダムにこのよう

に言っておられます。「あなたは顔に汗 して



パンを食べ，ついに土に帰る。」(創世3、：19)

イ スラエルに対 しては言葉 を変えてこの

ように言われています。

「六 日のあいだ働いてあなたのすべての

わざをせ よ。」(出 エ ジプ ト20：9>

この最後の神権時代 に，主は再び このこ

とについて明確に語ってお られ ます。「汝，

怠惰なることなかれ。お よそ怠惰なる者は

働 く者のパンを食することもな く， またそ

の衣服も着 るべか らざればな り。」(教 義 と

聖約42：42)ま た こうも言われました。「怠

惰な る者は悔い改めて行いを改むるにあら

ざれば，教会の中にて地位 を与えらるるこ

とな し。」(教 義 と聖約75：29>

これ らの聖句か ら考 える と， どの会員 も

自己 を扶養す るとい う責任 を勝手に他人に

転嫁 してはならないはずです。む しろ，各

人が働 くことを通 して個人の業績に大いに

満足を見いだせ るよう努力する必要があ り

ます。そ うする時に，人は物質的に も霊的

にも労働の結ぶ実 を手にす るこ とが できる

のです。さらに，よ く承知 していることで

すが， 自立 というこ とには少な くとももう

ひとつの意味があ ります。それは個 人の責

任 という『ことです。ア ビナダイは，霊的な

事柄 に関 して，私たちは皆 「その身でな し

た行 いの善悪に応 じて裁判 を受けるために

神の法廷 に召される」(モーサヤ16：10)と 教

えています。

人はそれぞれ，霊的な事柄に関す る選択

や行ないに対 して責任があるように，物質

的な事柄た関しても責任があ ります。'私た

ちが もしふだんから質素倹約 を心掛け，緊

急時のために貯蓄 していれば， もっと簡単

に経済的な問題 を切 り抜けることができま

す。 もし収 入以上の出費 をしていれば，請

求書が来た時に，当然自分のとった行動の

結果 として支払いをしなければな りません。

また もし私 たちが 自分の選 んだ職場 で，知

識や 技術にみがきをかけてい くならば，チ

ャンスが来た時に昇進や昇給 を期待するこ

ともできます。このように，私 たちがこの

世で 自立 してい くには， 自分 自身で努力し

決断 していかなければな らないのです。主

は私 たちを陰になり日向になりて強めて下

さいますが，私 たちが 自分 で足を踏み出し

て初めて主はその歩み を導 いて下さるので

す。結局，私たち自身の行動が祝福の有無

を決める とい うわけです。 これは， 自由意

志や責任に伴 う直接的な結果です。私たち

は 自分の とる行動に対 して責任があ ります

が， その行動の結果 に対 して も責任 を負わ

なければなりませ ん。 自分の とった行動の

影響が必ず しも直接 目に見 えて現われるわ

けではあ りま せんが，それ らは確かに収穫

の律法なるものに支配されているのです。

「人は 自分のまいたものを
，刈 り取 ること

になる 。」(ガ ラテヤ6：7参 照)

では次に璽'この世の救 いの2番 目の基本

原則，家族 の自立について述べてみ ましょ

う。 隔

教会では，家族 を扶養 し家族一人一人が

互いに力 となって助け合い，進歩するとい

うこと(す なわち家族 の自立)が デ個 人の

3
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自立の基礎 となってい ます。家族は，教会

の根本 となる組織単位です。いかなる機関

や施設 もこれにとって代 わるこ とはできま

せ んし，代わ るべ きものでもあ りません。

神聖な誓約 と永遠の神権政体によって，永

遠の家族単位が確立されています。その誓

約の一部 としてなされ た約束のゆえに，夫

は 自分の家族 を養 うという責任を負ってい

ます。主はこのように言われま した。「妻た

る者は夫の死に至 るまで夫に扶養 を要求す

る権利あ り……すべて子女たる者は丁年に

達するまで養育の義務 を両親 に要求する権

利を有す。」(教 義 と聖約83：2，4)「

使徒パウロはこのように述べています。

「もしある人が，その親族 を， ことに 自分

の家族 をか えりみない場合には，その信仰

を捨てたことになるのであって，不信者以

上にわるい。」(1テ モテ5：8)

本 人の次に，世 を去 るまで愛 をもって個

人を助け支 える という責任，祝福，機会を

受けるのは，その家族です。親は子 に対 し

て， また子 たちは親に対 して責任があるの

です。親にゴ 自分の子供の世 話をする義務

を負わせているその誓約は，同様に子供に

も，必要があれば 自分の親の世話 をす ると

いう責任 を与えているのです。「あなたの父

と母 を敬 え」(出 エジプ ト20：12)と いうこ

の戒めは，現代のイスラエルの民に も適用

されるものであ り，忠実なすべての教会員

に求め られていることです。

家族の自立の原則から考 えて，私たちは，

個人の物質的な問題や必要 を解決す るのに，
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家族ができる限 りのことをするまでは，決

して教会の資金に援助 を求めてはな らない

1ということを認識す る必要があるでしょう。

これが主の定めた られ教義です。主は この

ように言われました。「丁年に達 したるのち

その両親相続物 として彼 らに与う.るもの無

き時は，教会すなわち言い換えれば，主の

倉庫に向いて要求する権利を有す。」(教 義

と聖約83：5)

この原則は，例外な くすべて⑳家族にあ

てはま ります。

もし私たちが行ないや望みの点 で一層神

に近づ き，主のみた まを受けるならば，こ

れらの同 じ原則が さらに広範囲な家族すな

わち兄弟，姉妹そして系図の中に出て くる

叔(伯)父 ，叔(伯)母 ，い とこといった血縁

者 にもあてはまることがわかるで しょっ。

助け を与えるとい うこの責任 は，確かにそ

のような広範囲な家族に対 しては，身近な

家族に対する程重要ではあ りませ んが，私

たちが 「一人一人みなその財産の 多い少い

に応 じてそれを貧 しい人々に分け与えるこ

と……たとえば，腹のすいている者に食物

を与 え，はだかでいる者に着物 を着せ，病

んでいる者 を見舞い，各々の必要に従 って

肉体について も霊についても救助 を施 す こ

と……」(モ ーサヤ4：26)の 意味 をしっか

り理解 し，それを守るな らば，決 してその

報いを失 うことはあ りません。そのような

配慮や祈 りを受け，私たちの援助 を受ける

人々の生活に，今述べ た家族愛はどんな結

果 をもた らすで しょうか，彼 らのまた私た



ちの現在の霊的状態が どうであろうと，そ

うした血縁の人々に誠実な愛あ る思いや り

を示すことは，最終的にどのような影響 を

およぼす ことになるで しょうか。私 たちが

「愛はいつ まで も絶えることがない」(1コ

リン ト13：8)と い う約束 を精一杯実行 に

移す よう努めるならば，想像以上に大勢の

人々の生活が変わ り，さらに多 くの幸福が

もたらされ るでしょう。

私 たちが主にな らった見方をすれば，兄

弟姉妹，血縁の人々の中で困っている人々

のために私たちにできることはまだまだた

くさんあ ります。主は このように言われ ま

した。「汝 ら皆己が身の如 くに兄弟を思 うべ

し。汝 らの中誰か十二人の息子(兄 弟，姉

妹， いとこ，叔(伯 〉母，離婚 した り一時的

に失業 している親戚たち)を 持つに， その

一人にのみ偏 よることをせ ざれば……また

他に向いて汝ぼろを着て彼所に居れ と言い，

しか も息子たちに向いて， 見よ，われ公平

な りと言 うことを得んや。見よ， こは一つ

の比喩を以て汝 らに語 るところなれ ど，正

にわれ在 るが如 く真な り。われ汝らに向い

て言わん，汝 らひ とつ となれ。もしひ とつ と

ならずば，汝らはわが ものにあらず。」(教

義 と聖約38：25-27)

これ ら相互の責任 をわか りやす く言 うと

このようになると思います。すなわち， 身

近な家族 にはお互いに助け合 う責任があ り，

広範囲な家族にはお互いに助け合 う機会が

あるのです。キリストのような愛 に対す る私

たちの理解が深 まるにつれて，私たちは喜

んでそのよ うな機会を利用し助け を与える

ようになるでしょう。

この世 の救いに関 して，個人の自立や家

族の 自立 という基本的な概 念を頭に置いて，

それ らが教会の福祉計画，個人や家族 とし

ての備 えについて勧告 されている事柄 とど

のような関係があるか調べ てみる必要があ

ります。

現在，個 人 として また家族 としての備え

に必要 なことは十分明 らかにされています。

明 らかにされていない点 といえば，個 人と

して家族 としてどの程度まで 自立 したらよ

いか とい うことで しょう。今 日直面する問

題に対処す るには， まず私 たち一人一人が

受けた勧告に忠実に従 うことです。最初は

個人でそれか ら家族単位で従 うのです。直

面 している問題や必要が，個人 と家族 とい

うふたつの力に とうていおよばないことが

わかった場合には じめて，'私たちは監督を

通 じて教会 に援助 を求め るのです。

監督 を通 じて教会の援助 は， 明確 な指針

にそって与えられます。私たちは監督に，個 人

と家族の 自立の原則は，教会福祉プログラ

ムの一部 として確 固たるものであると指導

して きました。 この ように，監督は個人 と

家族の備 えを教える.ことに重点 を置 くな ら

ば，ワー ド部内の各家族が 自立 していける

よう援助する方法を容易 に見いだす ことが

できるでしょう。

では，監督は自分の所 に援助 を求めて く

る人々に，その前に何 をして欲 しいと望ん

でいるでしょ}うか。福祉 プログラムができ
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て問 もない頃，J・ ルーベン ・クラー ク ・

ジュニア副管長は，身 も心 も健全な人々す

なわち自立 していける人々に対 して， この

ような勧告 を与えています。

「収入の範囲内で生活 しなさい。借金か

ら逃がれ，借金 を避けなさい。人生 に常に

つきまとう予期せぬ問題のために，貯金 を

しなさい。質素倹約，勤勉の習慣 を身につ

け実践しなさい。」((】o瞬解η62Rのoκ 「大

会報告」1937年10月 ，p.107)

「すべての家の家長に，最低1年 先 まで

の十分な食糧，衣服できれば燃料 を手元に

備えさせなさい……庭のある入には菜園 を

作 らせ，農場のある人には耕作 をさせ なさ

い。」(Co乖 ㎎η6θR砂oπ 「大会報告」1937

年4月 ，p.26)

では，「備える」とは・どういうことで しょ

うか。数年前，だれかが私に真剣にこ う尋

ねました。「あなたの1年 分の貯蔵品の中で

最 も大切な ものは何ですか。」私 は本気でこ

う答えました。「自分の正しい行ないです。」

これまでも勧められてきているように，私

たちが1年 分の食糧や衣服，で きれば燃料

を貯蔵す るとい うことは大切なこ とです。

また私たちはまさかの時のために，そ して

健康保険や火災保険，生命保険などをかけ

てお くようにとも言われています。 しか し，

個人や家族 としての備 えはそれ らの物資 よ

りもはるかに広範囲な ものです。ぜいた く

品を後回しにする，・1大きな買 い物 をする場

合には祈 りの気持 ちで考慮す る，収入の範

囲内で生活す るなどのふ さわしい態度が要
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求 されるのです。

残念なが ら，調査の結果教会が 自分たち

の世話 をして くれる と信 じきって， この勧

告に従っていない人々が私たちの中に大勢

いることがわかっています。監督が手にす

ることのできる最大の力は， ワー.ド部内の

個人個人お よび家族の力なのです。会員の

方々は，監督が一定の指針にそって行動 し

なければならないことを知 るべ きです。監

督たちは，会員に賢明な生活をし， まず第

一に自分 自身や家族の力に頼るように教 え

るよう指示 されています。そ うしてはじめ

て，監督はワー ド部 の会貝に対 して教会か

らどんな援助 をしたらよいか を決める責任

を主か ら受けている者 として，教会の力に

頼 ることがで きるのですρ

その力 となるものは食糧やその他の物資，

断食献金の資金だけではあ りません。食糧

よりももっと私たちを満たして くれる物，

衣服や燃料 よりももっと暖めて くれる物，

お金よ りももっ と長持 ちのす る物な ど，監

督が与 えることのできる力は他にもた くさ

んあ ります。すなわち，霊的，物質的問題

を解決する上で役立つ福音り真髄 とその能

力です。主御 自身の方法で援助を与える際

に，監督がまず第一にしなければな らない

ことは，聖徒たちがいろいろな欲求や必要

を満たすために，生活の中で実践 していけ

る正 しい原則 を教 え，彼 らを強め るこ とで

す。監督はまた， メルケゼデ ク神権定員会

の中か ら力 となって くれ る人々を見いだす

手助けもできます。彼らは，長期間にわた



る問題 を克服する上でさらに細かいア ドバ

イスや訓練，援助 を与 えて くれるで しょう。

このように，監督は第一の責任 として個

人の 自立，家族の 自立の価値 を教 えなけれ

ばな りません。確かに主の牧者 として，監

督は人を高め，支持 し，維持 し，更新 させ，

清め，聖別し，完全にし，私たちのあらゆ

る必要 や正 しい望 み をか なえ させ て くれ

る福音の力 と併せて，福音のすべての原則

を教えなければならないのです。監督は，

個人的な 目標や 目的を決めるために， また

個人的な計画や問題に対す る解決法を見い

だすため，すなわ ち自分で正 しい道を歩め

るように 自分 自身の環境を評価 して欲 しい

と求めて くる人々に，援助の手を差 し伸べ

なければな りません。監督が私 たちに代わ

ってそれ らをして くれ るのではあ りませ ん。

監督の主な役 目は，相談役すなわち信頼で

きる友 となるこ とです。監督は私たちが ど

んな差 し迫った必要 にも対処できるよう助

けて くれますが，その援助の度合は私たち

や私たちの家族がその問題 を解決するため

に何をしたかによって決まるのです。身近

な問題は個 人や家族が努力して解決す ると

いうこ とから考 えると，教会からの援助は，

普通その問題が解決す るまでの短いギャッ

プを埋め合わせ るほんの一時的なものにす

ぎません。

私たちの中の貧 しい人々を助け ることに

加えて，私たち自身に も皆福祉プ ログラム

が必要であることを思い起 こさなければな

り・ません。その根本的な理由のひとつに，

監督が手にすることのできる最大

の力は，ワード部内の個人個人お

よび家族の力なのです。

御 父が私 たちに多くの大切 な永遠の真理 を

教えようとされていることをあげることが

で きます。それ らの真理 の中で，最 も根本

的なものは愛すなわち慈愛です。 自分 自身

を一歩抜け出して，他の人々に思いをはせ

る時，そこには計 り知れない進歩が見 られ

ます。他の人々の進歩 と成長のために喜ん

で働 くという.ことが天父の主な仕事である

ことを考 えると，私 たちが真の天父の息子，

娘 となれるその愛の力 を自分の生活に浸透

させないで， どうして父の持てるすべての

物 を受けようなどと考えられるで しょうか。

私は次のい くつかの基本原則を再確認 し

て きました。(1)自 立 は， この世 の救いに

とって永遠の重要な原則であること，(2)

家族 としての 自立 もこの世の救いにとって

重要な原則であ り， 多 くの物質的な問題に

対す る答えになるこ と，(3)会 貝 の中には

優先順位 を考 え直 し，場合によっては 「ぜ

いた く」 とい う言葉の意味 を再評価 し，そ

れ らを後回しにして必需品を十分に備える

必要のある人々がいること，(4)会 員は福祉
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計画の中の監督の役割，すなわ ち監督は，

一定の指針に従い
，それ らの指針の範囲内

で神の霊感によって教会からの援助 を与 え

るということを理解 しなければならないこ

と。以上の事柄 を述べて きました。

私はまたすべ ての末 日聖徒に， もう一度

個人 と家族の備 えについて考えてもらい，

独立独歩の精神 を養 うための原則や手段 を

直ちに実行に移 して もらいたい と思ってい

ます。これらの真理 を，家族会議の際に話

し合 った り，それ らの原則にそった生活 を

するために自分 たちにで きるこ とをすべて

しようという計画 を立てるな らば， 次の よ

うな主の約束 を受けるでしょう。「もし汝 ら

に備 えあ らば怖 るることなか らん。」(教 義

と聖約38：30)

さらに大切 なことは，私たちが神 のみこ

ころにかなった正 しい生活 をす るならば，

それ以上 に大 きな約束を受けるというこ と

です。「およそ何 人にまれ，忠実 にして正 し

く，且つ 賢き管理 人はその主の悦びに入 り

て永遠の生命 をつ ぐべ し。」(教 義 と聖約51

：19)

ホ ー ム テ ィ ー チ ャ ー へ の

提

1自 分 と家族のために働 き，備 えること

が大切であることを述べ る。備 えをする

ことの祝福について，個人的な経験があ

れば話す。個 人の 自立 と家族の 自立に対

す る家族の人々の気持ちを述べて もらう。

案

4.こ の記事の中に，家族が声を出 して読

んだ方が よいような引用や聖 句があるだ

ろ っか。 またこの記事 と一緒に読んだ ら

効果的 と思われる聖句がほか にあるだう

つか。

2.家 族が， どんな経済的な問題が起 きて

も対処できるような より良い備えをする

にはどうするか話 し合 う。

3.教 会員はなぜ緊急時のために，ロムニ

ー副管長が提案 しているような備えをし

ておかなければならないのだろ うか。

5.前 もって訪問先の家長 と打 ち合わせて

お くと， よい話 し合いができるのではな

いだろうか。個 人と家族 の備えに関 して，

定員会の リーダーや監督か ら何かメッセ

ー ジがないだろうか
。
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最善の努力をしていますか

バ ル ・R・ ク リ ス チ ャ ン セ ン

諜螺、

噸灘



数 カ月前のことですが 同窓会に出席す
る機会があり，何年ぶ りかで旧友 たち

と再会 しました。数年会わなかった間に，

頭がすっか り薄 くなってしまった人，太っ

た人，やせた人など顔 を見違 えた人が何人

もあ りました。心理面，霊的面における変

化がはっきりと表情に表われている人 もい

て，大変興味を覚 えました。

特に私はひとりの女性に興味をそそられ

ました。高校時代の彼女は内気で目立 たず，

男の子の間ではさほ ど人気のある方ではあ

りませんで した。 ところが数年振 り.で同窓r

会 に出席した彼女は，際立った美 しさ と魅

力 を兼ね備えた女性 に変身していたのです。

彼女が情緒的あるいは霊的に成長 したこと

は，心の平安 を反映 しているその美 しい表

情 を見てはっきりわか りました。私 はその

夜の同窓会の間中彼女 とそして共に出席 し

ていた彼女の夫 とを観察 した結果，彼女を

成長に導いたものが何であるか見つけ出す'

こ とができました。それは彼女が朗 らかで

積極的な， しかも心の支えになって くれる

夫 を持 ち，女性 として最 も大 きな祝福 を得

ていたか らです。そしてふた りは，それま

での結婚生活を通 じてお互いに成熟 した幸

福な人物に成長 していたのでした。

この ように熱心 に観察することによって，

私は結婚後の個人の進歩は各々の伴侶の生

活態度が積極的であるか，あるいは否定的

であるかに大 きく左右されることを見いだ

しました。事実皆 さんの考 え方ひとつ で伴

侶の立場が大 きく変わ ります。自分を奴隷

のように思い，不満だらけの生活 を送 る人

もいれば，進歩的ではつ らつ とした魅力あ

ふれる人物になる人 もいるのです。
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数年前のことですが，私はある女性から

相談を持ちかけられました。夫が無責任で，

何事 に関 して も非常に否定的だ と言 うので

す。彼女の夫は毎 日仕事か ら帰って来 るな

り家の中が散 らかっている と言っては不平

を言い，夕食の時間が遅 くな るようなこと

があると，す ぐに批判的な言葉が出て くる

とい うのです。彼女は， 自分が夫の望むよ

うな魅力的で知性にあふれた女性ではない

と思っていました。また，夫は子供に対 し

て も冷たい否定的態度 を取 るようになって

いるとのことでした。

そこで私は，御主人に対 してあなた 自身

は どうい う態度 を取 っていますか と尋ねま

した。夫の心を傷つけるようなことをた く

さんしているとのことでした。事実，夫 を

怒 らせ るためにわざと食事の時間を遅 らせ

たことも何度かあったそうです。また同じ

ように，家 をきれいに しようとい う気持 ち

がないめで，家の中はいつ も散 らか ってい

る とのことで した。 また夫がきれいに身づ

≦ろいす るように言えば言 うほ ど，彼女は

そ うすることが白々 しくなっていきました。

つ まり，夫をほめた り喜ばせた りすること

は，ほとんど何 もしていなか ったのです。

しか し私は，彼 らが今置かれている状況

か ら抜け出し， よりよい結婚生活 を送 るた

めに努力 しようとす る基本的な愛情 をそこ

に感 じることがで きたので，い くつかの提

案 をしました。 まず家に帰 り， きれいに身

つ くろいをして家の中を片づ けるこ と， そ

してよい本 を数 多く読んで，知性美あふれ

る女性になるように努力す ること，毎 日仕

事か ら帰 って来る夫 を笑顔 とや さしい態度

で迎 えることなどです。



彼女の急激な態度の変化 は，夫には相当

のショックだったようです。最初の うち何

か下心がある.に違いない と，妻の真意 を疑

っていた夫 も， 自分に接する妻 の態度が 全

く変わらず，いつ も誠意にあふれているの

を見て，次第に気持ちがほ ぐれてい き，妻

への感謝の言葉が彼 自身の口か ら聞かれ る

よ うになったのです。家族 と共に過 ごす時

間も増え，子供 との間にも愛情が通い合 う

よ うにな りました。 この夫婦の生活態度が

再び前向 きにな り， 多くの祝福 を受けられ

るようになったのはそれからす ぐの ことで

した。

否定 か ら肯定 へ

否定的だった生活態度 を前向 きの姿勢に

変 えるだけで，素晴 らしい変化が人々の生

活の中に起こ ります。むろん意識的に伴侶

をないが しろにした り，夫あるいは妻 とし

ての責任 をおろそかにす る人はほ とん どい

ない と思 いますが， しばしば私たちはお互

いの良い性格や伴侶が 自分のために して く

れたことを当然のこととして，感謝の気持

ちを伝える事 もないままに過 ごしてしまう

ようなこ とがあるのは否めませ ん。ある時

私 は監督からの依頼を受けて，一組の夫婦 と

話す機会があ りました。その夫婦は互 いに

抱 いていた不満 を洗いざらい私に話 し始め

たので，私はお互いが初めて会った時に抱

いた気持 ち，何年 も前にふた りで立てた目

標， また共に分かち合った喜びなどの方向

に話題が進むようにし向けました。彼 らは

家族，友 人，その他彼 らの人生において出

会った重要な人々について語 り始め，次第

にふたりの表情の中に喜びの気持 ちが読み取

れるようになっていきました。話 し合いは

それまで夫婦の間で大きな問題点であった

経済的問題に まで及び，夫 婦は もうマ度彼

らの最終 目標 を確認するに至 りました。.話

を進めてい くうちに，対立していた気持ちが

ほ ぐれていくのが手に取 るようにわか りま

した。その後数 回， このような話 し合いを

持 った後，ふた りは もう一魔や り直す決心

をす ることに同意 しました。夫婦関係に亀

裂が生 じる原因 としてよくあげ られるのが，

私たちが 「否定的なフィー ドバ ック⊥ と呼

んでいるものです。フィー ドバ ックが，当

然与えられるべ き時に与えられなかった り，

また反対に必要 でない時や相手が受 けた く

ない時に与えられた り，内容が不明確だっ

た りすることが しば しばあ りますb否 定的

なフィ.一ドバ ックは，相手が希望 した時だ

けに限るべ きです。，すなわち，人は 自分が

父親あるいは母親，家長， さらには神権指

導者 として十分な働 きをしてい るか どうか

評価 を求めたい と思 うことがよくあ ります

が， これはあ くまで も相手が望 んだ時にの

み行なわれなければな りません。

批 判 す る前 に 自問する

結婚生活において伴侶か ら意見を聞 くこ

とは，互いに成長する上で大変重要 です。

しか し否定的な意見ばか り聞かされたので

は，落担するだけです。このような理由か

ら私はめ ったに伴侶 に対す る批判は しない

ように しています。 どうしてもその必要が

ある時 には， シ ドニー ・B・ サイモン博士

によって指摘 された6つ の質問事項を， ま

ず私 自身に問いかけた上で，注意深 く行 う

ようにしています。6つ の質問事項 とは以
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下にあげる事柄です。

1.伴 侶は今，批判を受けるにふ さわ しい

状態にあるだろうか

仕事から遅 く帰宅 し，夕食後の楽 しいひ

とときを家族 と共に過 ごせ なかった時 など

は，忠告をするのにふさわ しい状態 と言え

るでしょうか。この ような時は疲労で神経

が高ぶっていますか ら， うま く言い表 わす

ことができませ ん。またこの ような時の忠

告は相手も素直に受け入れられない もので

す。十代の子供 を持つ両親は，夜遅 くまで

帰宅 しない子供 を安 じて，無事 な姿を見 る

までいらいらしなが ら待つ ことが よくあ り

ます。 しか し無事に帰宅 した子供の姿 を見

るな り，喜びは消 えて，不満 をその子供に

ぶつけてしまうのです。このよ うな場合に

遭遇 した時には，ひ とまず無事 に帰宅 した

ことに対す る喜びの気持ちだけを伝え，一

晩 ぐっす りと休 んだ後に， その問題につい

て話 し合 うのが賢明のようです。

2.批 判 をした後，話 し合いの時間を持つ

批判 した後，相手に弁解のチ糸ンスを与

えないのは，その人に非常に大 きな衝撃を

与えることにな ります。ある男性は出張に

出かける直前に妻から批判の言葉 を受けま

した。数 日の出張期間中，彼は弁解で きな

いために非常に苦 しみ続け， そのため ビジ

ネス旅行は穆捲たる結果に終わったという

こ とで す 。

3.伴 侶 は以前同 じ批判 を受けなか っただ

ろうか

もしあなたが伴侶に， ガレー ジや台所の
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掃 除，脱いだ後の洋服 を片付ける，子供の

世話 をするなどのことを頼んだ とします。

しか しその後 も何の変化 も見 られないとし

たら，別の方法を講 じる必要があ ります。

同じことをくどくどと繰 り返 されることに

は，人は耳 を貸 さなくなってしまうからです。

4.伴 侶は批判 を受けたことに関して， 自

分 自身を変えることができるだろ うか

時々私たちは人々を内気だ とか，太 り過

ぎ，やせ過 ぎ，軽率，鈍感 などの理由で批

難す ることがあ りますが， このようなレベ

ルの批判は改善す ることが非常 に困難で，

時には不可能でさえあ ります。ある妻は夫

に向か って背の高い男性 と結婚 したか った

と不平 を言いました。その夫は もう背が伸

びない年齢に達 していましたので，彼には

なすすべが ありませんで した。私たちは完

全になるよう努力すべ きではあ りますが，

批判を加 えようとしている人は，分別 を持

って現実に相手が改善 し得 る批判であるか

どうか よく考える必要があ ります。

5.批 判は自分 自身の苦痛や不安，心理 的

欲求不満の表われではないだろうか

自分が自制 を失った り他人に対 して怒 り

の感情 を抱いたりしている時は，す ぐにわ

か ります。夫婦間での話 し合 いで，各々の

感情に 自制がきかな くなると，心臓の鼓動

は速 まり，言葉遣いに も配慮が欠けるよう

にな ります。そうなると，話 し合いは確実

に口論へ と進んで行 くのです。

6.伴 侶は今，否定的な言葉 を受ける必要

があるだろうか。積極的に愛 と関心 を示



す方がよ り効果的なのではないだろうか

ほ とん どの人は 自分の欠点 を認め，改善

す ることを望んでいます。それには，愛や

理解，支持 を受けることによって人生の最

高 の目標に向かって前進するようにな らな

ければな りません。 しか し否定的 な意見ば

か り受けた り，感謝の気持 ちを全 く伝えら

れ なければ， 自分 を改善することはほ とん

ど不可能で しょう。

盲 点 をな くす

私たちは皆， 自分で気がつかない盲点 を

持 っています。お互いに心か ら注意 し合 え

る雰囲気 を作 るこ とは大切 です。それゆえ，

夫婦間の愛 と信頼は確実にしか も大 きく築

き上げてい く必要があ ります。相手を批判

す る動機は，心か ら助けたいと望む気持 ち

が基礎になっていなければな りませ んし，

また受け入れ られ るよ うに細心の注意 をは

らって相手に伝 える必要があ ります。あな

たが肯定的意見であって も否定的意見であ

って も喜んでその批判 を受け る心の準備が

あれば，伴侶 も正 しい批判 が しやす くな

ります。そしてあなた自身もその忠告 を受

け入れやす くな り， よ り高い地位へ と自分

自身を変えて行 くことができるのです。話

し合いの場を持ちましょう。家庭の状態，

あ るいはあなたの伴侶に対す る態度 などに

ついて，伴侶 に評価する機会 を与えて下 さ

い。どうした らより良い夫，父親あるいは

妻，母親 になれるか と相手に尋ねることは

話 し合いを始め る上 で良いきっかけにな り

ます。真実の愛 と関心によって正 当な批判

が行 なわれる時に， あなたが考えるよ りも

っ と早 く必要 とされる変化が もた らされる

で し ょ う 。

幸福な結婚生活へのステップ

結婚生活を楽しいものにするために，具

体的に何をすればよいでしょうか。

1.リ ス トを作る

あなたの伴侶 についてあなたがかけがえ

のないほど大切 に思っていることを，すべ

て書 き出してみます。可能な限 り時 を求婚

時代にまでさかのぼって，1その間あなたが

感 じた素晴 らしい特質を全部列挙 します。

以前私はある夫婦に これ と同 じことを提案

しました。ふ たりはふたつか3つ 位 しか書

けないだろうと考 えました。 その作業は最

初，「料理が上手」とか 「ユーモアのセンスが

ある」 と言ったような比較的見つけやすい

性質から始ま り，次第に各々の心の奥深 く

にあって見落 とされがちな長所にまで至 り，

彼 らは予想 したよ りもっと大 きな リス トを

作 りました。

2.伴 侶の長所 を率直にほめる

子供や友達，またあなたの周囲の人々に，

あなたが伴侶に対 して抱いている賞賛の気

持 ちを素 直に伝 えることは非常 に大切です。

このようなことは自慢やエ ゴイズム とは関

係があ りません。あなたの伴侶はあなたの

賞賛 の言葉 を喜んで聞 き〆あなたにも同 じ

ように接す るでしょう。

3.あ なた自身の否定的感精 にいつ も目を

向ける

時折私 たちは怒 りを爆発 させ たり，人前

で伴侶 を批難 したりす ることが あります。
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また無作法な振舞 いはたとえそれが家庭の

中であったとしても，夫婦 間に感情の対立

を生ずる原因となるものです。またこの よ

うな感情が一度芽生 えると，取 り除 くこと
へ

は大変困難にな ります。 したが つて私たち

は，感情的になることは極力避け るように

努力する必要があ ります。

4.ロ マンチ ックな愛を再燃させる

どんな夫婦で も，ロマンチ ックな気分で

過 ごした楽 しい時期 が あったはず です。

その頃の気持 ちにもう一度立ち返 り，共に

過 ごした楽 しい時間，美 しい思 い出，飽 き

ずに話 したことなどを思い出 してみて下 さ

い。このようなことはその時期 のふた りに

とって とて も重要であったはずです。そこ

か らもう一度，心か らの愛 と関心 を分 ち合

える方法 を見つけ出すのです。もう一度恋

愛時代に戻 りましょう。

5.静 かに話す

建設的な雰囲気の家庭では，家族全貝が

互いに尊敬 し合い，荒 っぽ くどな り合 う声

はほとんど聞かれません。家庭 をより良い

ものにす るためには，怒 りは必要ではあ り

ません。相手 をほめ，や さしく励 ます言葉

だけが，相手 を進歩に導 くのです。

7.、信仰 を増 し加える

お もわ しくない問題 をかかえてい る多 く

の家庭では，一般的に主に対する従順 さに

欠けてい ると言えます。夫婦が共に祈 るこ

と，聖典 を学ぶこと，教会の集会に出席 し

責任 を果たす ことな どは， きわめて重要で

す。この ようにして福音 を実践す ることに

よ り，家族 は霊的に成長 し， 多くの祝福 を

得 ることができます。そ して主へめ積極的

な献身は私 たちの人生にとって大切な進歩

成長 をもたらすの・です。

自分の ことをデ リケー トで大切な存在だ

と思わない人はいないでしょう。人間の内

にひそむ こうした積極的な気持 ちが強調 さ

れれば，私たちは思ったよりも簡単に肇わ

ることができます。

私たちは，伴侶の否定的な生活習慣 を批

判す るだけで一生 を過 ごすこともで きます

し，また反対に 「愛しています」「あなたは

私に とって大切です」「次はもっと上手にで

きるよ」「失敗か ら学んでいけるよ」あるい

は 「いつで も喜 んで助け るよ」 というよう

なや さしい言葉 によって伴侶 を積極的に導

くこともできます。

こうした積極的な言葉 によって培われた

結婚生活は，ふたりにとってかけがえのな

い素晴 らしい時となるに違 いあ りません。

6.高 潔さを持続させる

各自が正直 と高潔 に関 して高い水準 を持

つことは結婚後ふた りが信頼 し，愛 し合 っ

て良い関係 を築 き上 げて行 く上で大 きな助

け とな ります。また，悔 い改め と寛容な心

とによって，失われていた高潔な感覚 を呼

び戻すことができます。

☆ ☆

14



日 々 の 恵 み

クエンカ兄弟の信仰

フ レ ツ ド ・R・グ ラ デ ン ・ジ ュ ニ ア

官 教 師のゾー ン大会が終わ りました。私

は同僚 と連れ立 って，カ リフォルニア

州 フレズノにある小 さなアパー トに帰 り，

午後の集会に備えました。 クリスマスが近

い12月16日 の ことです。私 はクリスマスの

日に，バプテスマ とい う特別な贈 り物を求

道者の家族に差 し上げたい と思っていまし

た。そこで，同.僚と共に冷 たい床にひざま

ず き主の導きを求めて祈 りました。

午後になると車に乗 って，町の東側にあ

るメキシコ人の小 さな居住 区に向かいまし

た。そこには，街頭伝道で最：近知 り合 った

クエ ンカさんの家族が住んでいます。全部

で15人 の大家族です。私 たちは熱心なまな

ざしをした子供たちに温か く迎えられ，.コ

ー トのすそを引っぱ られて中に入 りました
。

それから5，6分 かけて13の 小 さな手 と握手

し， ようや くレッスンが始ま りました。

私の同僚が不慣れなスペイン語で，最初

の概念を教えました』それを聞 きなが ら，

私 はクエ ンカさんの家が実に質素であるこ

とに気づ きました。部屋にはソファーがひ

とつに，台所か ら持 って来た壊れかけた椅

子が2，3脚 ，それに熱心に耳 を傾けている

15人 の家族，ほかには何 も見当たりません。

私が教える番になりました。私 はみたまに

導かれ るままに，バ プテスマのチャレンジ

をしました。 クエンカさんの家族はそれを
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受け入れました。

クエンカさんの家は，霊的には恵 まれて

いても，物質的には貧 しい生活 を送 ってい

ました。クエンカ兄弟 は時給2ド ル80セ ン

トの仕事についていました。彼の話では，

食物のある時は家族で食べ ますが，いっ も

は断食 をするそ うです。 しか し， クエ ンカ

さんは私たちのたあにいつ も食事 を用意 し

て くれ ました。家族 みん なが，宣教 師は

「天か らの使い」だ と信 じていたか らです
。

私は彼らの乏 しい食物 を食べる時に，.部屋

の隅や戸 口か らのぞき込む飢えた茶色の瞳

を感 じて， とても天使のような気持 ちには

なれ ませんで した。たとえそれがわずかな

食物であって も， この家族に とっては大変

な犠牲だったのです。

やがて戒めを教 える段階が近づ くと，私

はクエ ンカさんの家族がそれを受け入れる

信仰 を持 て るように と， 主 に祝福 を願 い

求めました。しか し，信仰のうすい私は，

什分の一の戒め を受け入れるのは無理 だろ

うと思っていました。レッスンが進み，つ

いに什分の一の原則 を教える日が来 ました。・

同僚が教 え始めると，私は心の中で助け を

求めて主に祈 りました。次に私が教えまし

た。私の信仰はまだ嬬れ動 いていました。

しかし，彼らの返事 には何のため らい もあ1

りませ んで した。什分の一 を含め，教 えら

れたすべての戒めに従 うこ とを約束 して く

れたのです。私の心は平安に包まれました。

しか し 「信仰の薄い者 よ」 とい う救い主の

言葉 を思い浮かべて，恥ずかしくなりました。

クエンカさんの家族はバプテスマを受け

ました。 クリスマスの 日にこの家族 は，彼

らにできる唯一の贈 り物 を下さいました。

それは彼 らの愛と彼ら自身で した。.クエン.
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カさんの家族は，歌 と踊 りと物語 を通 して

メキシコ人の文化 を紹介 して くれました。

私 たちはお もちゃと食物 をプレゼ ン トしま

した。それか らクエンカ兄弟が中心になっ

て， クリスマスの祈 りを捧げました。その

夜遅 く，私 は1日 の出来事 を振 り返って思

いました。きょうは私の生涯で最 も素 晴ら

しいクリスマスだった， と。 クエ ンカさん

の家族はすべてg)も のを，つ まり彼 らの愛

を贈って下 さったのです。

やがて1月 が来て，私の伝道も終わ りに

近づ きました。その 日は断食安息 日で，私

はスペイン語を話す会員のために証会の通

訳 を頼 まれていました。す ると，クエ ンカ

兄弟が証 をするために前に出て来るではあ

りません.か。私はそれ を見て胸がいっぱい

にな りました。

クエンカ兄弟は説教壇の前に誇 らし気に

立つ と，.話し始めました。それ を聞いて，

私のほおを温かい涙が伝 っていきました。

「宣教師 を私の家庭に遣わ して下 さった主

に感謝 します。バ プテスマ を受けて什分の

一 を納めるようになってか ら
，私 の家では

食べ物に困らな くなりま した。時には，そ

れが どこから来るのか 自分でも分か らない

こともあ ります。」

今，私の伝道は終わ りました。 しか し私

は，メキシフ人居住区の質素な家のこ とを

決 して忘 れないで しょう。主が私に信仰 と

従順 と，そして祝福 について教 えて下 さっ

たあの家のことを。

ブ レッ ド ・R・ グ ラ デ ン ・ジ ュニ ア

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 の 学生 ， ユ タ州 プ ロ

ギの 宣教 師訓 練 セ ン.ター(MTC)の スペ

イ ン言吾教 師 。.



私があなたを

遣わした

キ ヤサ り一 ン ・ス コ ツ ト

私 は廊下で 最近転入してきたひとりの
姉妹 と話をしていました。扶助協会会

長である私には，新 しく入って来たすべて

の姉妹 とあいさつ し，私たちの歓迎 の気持

ちを伝える責任があ りました。その時私は

急 ぎの用があったため，姉妹 との話 もそこ

そこにその場を去ったのですが，彼女のこ

とが何 とな く気がか りで した。 でも，それ

は思い過 ごしか もしれないと，私は気に留

めないでいました。

2週 間ほ どして，家事 をしていると，心

の中に 「○○姉妹 に話 しかけなさい」 とい

う思いがわいて きたのです。 「彼女に何を

話 した らいいのか しら。」私はつぶや きまし

た。すると， こう答 えが返 って きました。

「私があなたを遣わした と伝 えなさい
。」私

はこれが主からの言葉であるとわかってい

ましたから，みたまの勧め を無視す ること

はできませんで した。

次の 日曜 日，私はこの姉妹 を捜 して，個

人的にお話 したい と伝えました。私は彼女

に何 を話すつ もりだったので しょう。みた

まのささや きがあま りに も強い印象 を残 し

たため， それまでの私は心 をあやつ られて

いるかのようでした。 「困ったことがある

彼女から不幸のわけを聞いた時，私は自分が

彼女の苦しみをわかってあげられるひとりで

あることが，はっきりとわかりました。
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のではないですか。」私はやっ とのこ とで姉

妹に言いました。「主が私をあなたのところ

に遺わされたのです。」すると驚 いたことに，

彼女の目か ら涙があふれ，ほおを伝 いまし

た。それ.は自分 をみ じめに思 う涙ではな く，

喜び と感謝の涙で した。

「この2カ 月
，私は 自分の問題 をだれに

打ち明けたらいいのか主に尋ね求めていた

のです。」彼女はこう答えたので した。

私は彼女の 目をまっす ぐ見て言いました。

「姉妹
，あなたが どんな問題 をかかえてい

るのかわか りませんが，それ を打ち明ける

相手はこの私だ と思 います よ。」

彼女か ら不幸のわけを聞いた時，私は 自

分が彼女の苦 しみ をわかってあげられるひ

とりであることが，はっきりとわか りまし

た。私 も同 じような経験 をしたことがあっ

たので，彼女の気持 ちが よくわか り，励 ま

す ことが できたのです。私 はこう思いまし

た。内密にすべ き個人的な事柄は監督に伝

えてその知恵と権能に頼 るのが当然なこと

ですが， それ以外のこ とならば，だれかが

理解 の心 をもって聞いてあげることでず い

分 と苦 しみが軽 くなるものだということで

す。

みたまはほかにもたびたびこのような助

けを差 し出すよう，私にささや きかけまし

た。そのたびに私はいつ も思 いがけない結

果に驚かされ ます。私たちのだれかがみた

まの勧めに従順に従い，話を聞いてあげる

ことをしないなら，主はほかにどのような

方法でみ業 を達成される とい うのでしょう。

キ ャサ リー ン ・ス コ ッ ト.

5児 の母 親， 英 国 セ ン トオー ル バ ン ズス テ.

一 キ部 の広 報 デ ィレクター として働 いて いる。
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聖徒たちの集 う

礼拝堂を

ロ ナ ル ド ・C・ パ ー カ ー

礼 拝堂腱 てることには・土地の購入や
業者 との交渉 を越えた何かがあ ります。

数年前，ソル トレー ク ・ハ ンター西ステー

キ部 のエバ ンズ ・T・ ドクシーステー キ部

長の副ステーキ部長 とじて働いていた私は，

建築用地を獲得す る責任 を受けました。教

会の急激な発展 によって ど.うしても教会堂

を建 てることが急務 となってきたのです。

当時，ステーキ部で礼拝堂 を持 っていると

ころは2箇 所 しかな く，その2箇 所の建物

でそれぞれ4つ のワー ド部が集会 を開 いて

いる状態でした。
.私 たちは祈 りの気持 ちでひと

つの用地 を

選び，数カ月間にわたって交渉 して きまし

たが，結局その用地 を購入す るこ とはで き

ませんで した。次に北方の用地 を選びまし

たが，都市計画の関係で問題があ りました。

また南の方面で選んだ土地は，事前の調査

の段 階 で政府か ら建築許 可が お りないこ

とがわか りました己4番 目に選んだ用地は

距離の点 と，土地が斜面にな6て いるので

下水 を引 くのに費用がかかる とい うことで



駄 目にな りました。

そしてそれか ら2年 が過 ぎました。ほ と

んどすべてのワー ド部が もうすでに分割 し

ていなければな らない状態に来ていました。

早急に何 らかの対策 を講 じなければな りま

せ ん。

ドクシーステー キ部長はステーキ部全体

に，主の助けを求めて断食 と祈 りをするよ

う呼びかけました。それか ら2日 後，最初

に購入を予定 していた用地 の地主か ら電話

があり，土地 を売 って もよいと言って きま

した。

また，当時ステーキ部分割の話が進められ

ていたこともあって， ドクシーステーキ部

長か ら，今度は新 しいステー キ.部セ ンター

の用地 を購入する責任 をもらい ました。私

たちは入念.に調査 し，祈 り，そ してハンタ

ー 第.6ワ ー ド部のふた りの会員が所有す る

1.6ヘ クタールの土地 を選 びました。.監督

の手配で，私はその2家 族 の人々'と会 うこ

とにな りました。最初の家族は0.8ヘ クタ

ールの土地を寄付することに快 く応 じて く

れました。 ところが， もう一方の家族の方

の夫はまだ改宗 して1年 位 しかたっていな

い人ですが，彼が こう.言ったのです。 「そ

れで皆さんがなぜ私たちを呼ばれたのかが

や っとわか りました。」

彼は前の晩に夢 を見て，夢の中でこの同

じ部屋 に呼ばれたと言 うのです。そこには

きょうと同 じ人々が座 っていました。そし

て私が，彼の隣の人が ステーキ部セ ンター

のために0.8ヘ クタールの土地 を寄付す る

ことを承諾 して くれたことを説明し， その

人に も残 りの半分 を譲 って くれないか と頼

んだ というのです。彼はす ぐに奥 さんを起

こし， その夢のことを話 してまた眠 りまし

た。 ところが しばら くして また同じ夢 を見

たのです。そこでもう一度奥 さんに話 して

寝 ました。 ところが また同 じ夢を見ました。

とうとう3度 同 じ夢 を見，その度に奥 さん

を起こ してそのことを話 したということで

す。つ いに奥 さんは こういいました。 「神

様 にあの土地は教会でお使い下さいと.言っ

て寝て下 さいよ。」

現在 その土地に新 しいステーキ部セ ンタ

ーが建て られています
。

ステーキ部の分割の後，再び ドクシース

テーキ部長がこの新 しいハ ンター ・セン ト

ラルステー キ部を管理するようにな りまし

た。そして，再び私にある建築用地の購入

を頼んできました。その土地の所有者はス

テーキ部 内で も最 も忠実な未亡人の会員で

した。 この話を持ってい くと，その会員は

土地を売るつ もりはないが， ステーキ部に

寄付す るのであれば喜んで致 します と言っ

て きたのです。

この ような経験 を通 して，私は立派な教

会員の忠実 さ，愛，そして心の広さに何か今

までになか った新鮮なものを感 じました。

と同時に， こうした実際的な働きの中にも

いつ も主の助けがあることを改めて知った

ので した。

ロナル ド ・C・ パ ー カー

弁 護 士 ，9人 の子 供 が い る。ソ ル トレー ク・

ハ ン ター ・セ ン トラ ル ステ ー キ部 第一 副

ス テー キ部長 。
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犠牲を通 してもたらされる

成長と発展

カ ー マ ・T・ プ リー トと 日イ ・A・ ブ リー ト



1977年 に・新設 されたカナダのオタワオ.
ン タリオステニキ部は独特のチャレンジ

に直面 していま した。.この大きなステーキ部

本部 は，オタワのいくつか の伝道部を初め

として，東オンタリ.オとケベ ック州の一部

とニユー ヨー ク州北部 を食んでいました。

したがって この新 しいステーキ部 は，いろい

ろな人種に より構成 されていました。その

中には カナダのモン トリオールの中国人支

部 もあり，香港伝道部からのふた りの宣教

師が伝道を手伝 っていましたし，カナダの

ホー クスベ リーにはフランス語 と英語の2

力国語 を併用 している支部があ り， またニ

ューヨー クのセ ン トリジスインデ ィア ン保

留地 にあるホー ガンズバー グには， レーマ

ン人だけの支部があ るという具合です。

新 しいステー キ部 で今す ぐ必要 とされて

いたのは，適当な建物の建築 でした。 とい

っのは，多 くのワー ド部や支部は，公会堂

や学校 を借 りて集会を開いていたのです。

私たちのステー キ部のボイデン ・E・ リー

ステー キ部長は，この地域で教会が もっと

急速に発展する前にふ さわ しい礼拝堂 を建

てるべ きだ と感 じていました。.ステーキ部

建築5力 年計画が始 まりました。けれ ども

最初の年の終わ りには， その成果はわずか

な もので した。

そこでステー キ部長会は必要な額一100

万 ドル を2年 間で集め.るための特別プ ログ

ラムの実施 を決定 しました。 リーステーキ

部長はこの決定につ いて とて も心配 してい

ました。インフレー ションの期間であり，

財政的圧迫があるのに，短期間にこの よう

な巨額のお金を， ステーキ部の会員たちに

どのようにしてお願 いすればよいので しょ

う。彼は，ステーキ部特別大会の準備 をし

ている時，ステーキ部内の会員たちに特別

な祝福 と約束を宣言し， この約束を，個人

の祝福 を与える時と同 じように，神権の力

によって結び固める必要性 を強 く感 じてい

ちゆう ち よ

ました。彼は初め躊躇 していましたが， ど

うして もその考えが頭か ら離れなかったの

です。

大会では特別なステー キ部建築資金獲得

プログラムが提示 されました。成人会員は

大会に来 る前に断食 と祈 りをするように求

められてい ました。大会の終わ りに， リー

ステーキ部長はステー キ部 内の会員に特別

な祝福が与えられることを宣言 し， もしで

きる限 りのことをすべて行なうならば，主は

扉を開かれ， 自分 たちの建物で集会を開 く

.こ とができるようにして下 さると約束しま

した。この約束は神権 の力によってギ 人一

人の会貝の上に結 び固め られました。

結果は本当に驚 くべ きものでした。8カ

月間も仕事 を見っけることがで きなか った

ある帰還宣教師は，支部長 に献金の額 を提

示 された時には懐疑的でした。けれ ども，

彼は主に， もし収 入があれば喜んで払いま

す， もし必要 とされ るのであればもっと多

くの額を払います， と言い ました。その 日

に交渉 した最初の雇い主は，彼 をす ぐに本

採用 とし，彼は翌 日か ら仕事 を始め ました。

そ して2日 後，受 け取った賃金の額は大変

な ものでした。 、

店 をたた もうとしていたある実業家は，
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ふ としたことで製品 を改良す る方法を思い

つ きました。彼はさっそ ぐそれに取 り組み，

間 もな く満 足のい く製 品 を作 るに至 りま.

した。そ して以前よ り高 い売 り上げ高が記

録されたのです。

ある公務員の会員は， どうしたら支部長

に提示 された額 を支払えるだろ う.と考 えて

いました。導きを求めて祈 っていた時に，

考 えが湧いてきました。「賃金の引き上げ を

願 うことだ。それしか ない。」導 きが あまり

にも鮮烈だったので，彼はその通 り実行す

ることに しました。 自分の財産か らい くら

払えるかを計算 し，足 りない額に見合 った

引き上げ額 を申し出たのです。驚 いたこ と

に，その要求は認可 され ました。さらにそ

れは過去1年 間にさかのぼってなされたの

で，彼は求められた額を考えていたよ りも

ずっと早く支払 うことができたのでした。

ある4人 の子供の母親 は，家族 と共に台

所のテーブルのまわ りにひざまずいて割 り

当て られた額を払 うための助け を祈 り求め

ました。その晩彼女は，隣の婦 人か ら電話

を受けました。定期的に小 さな子供 の世話

をしてもらえないだろうか とのことで した。

この姉妹は6週 間前に子供の世話 をさせて

くれるように申し出ていたのですが，謝礼

が高す ぎるとい う理 由で断わ られていまし

た。 ところがその隣人は， その午篠 に，こ

の姉妹ならだれよ りも心のこもった世話 を

して くれるだろ うということを強 く感 じた

のです。心のこもった世話はお金には代え

られないと，その隣 人は考 えたわけです。

かつて戦争で抑留 されたことのある兄弟
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は，預金口座か らお金 を引 き出さなければ'

な りませ んでした。そのお金は，他 の特別

な目的のために とっておいたもので した。

ところがその後 で， カナダ人のための抑留

者年金 を受け る資格があることがわか りま

した。年金 はさかのぼって与え られたため，

その総額は，彼が建築資金 を支払 うために.

引 き出 した額 とほ とん ど差がありませ んで

した。

ほかにも同 じような経験をした人がたくさ

んい ます。仕事 が見つか り，昇進が得 られ，

表面上価値 のないように思 われた投資が有

益な もの とな り，ずっと忘 れていた銀行 口

座が見つか り， 中には財産 を相続 した人 も

いました。

チ ャレンジが出された2年 後には， ステ

ー キ部建築資金 として80万 ドル以上が集 ま

りました。その後3つ の礼拝堂 が完成し，

ふたつが建設中です。 また4つ が建築 を認

可 されています。 これらの建物が完成すれ.

ば ，ステー キ・部 内の16の ワー ド部 と支部が

新 しい礼拝堂 を持つ ことになるのです。

今，ステーキ部全体に 「犠牲 は天よ りの

祝福 をもたらす」(英 文讃美歌147番)と い

う原則が浸透 しています。そしてこの特別建

築計画は，霊性が高 まり改宗者のバ プテス

マが増えていることで実 を結んでいます。

1980年7月6日 ，その設立か らたった3年

半後に， ステー キ部は， オタワオンタリォ

ステーキ部 とモン トリオールケベ ックマウ

ン トロ「ヤルステー キ部 とに分割され将来

の成長と発展 のための基 をおいたのです。 .
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シオンへの夢は彼を戦場，

そして世界一周の旅へと向かわせた。

頃 は11月 ・ ウ ィ リア ム.ウ ッ ドは 足 取 り
も重 く，霧のかかったイギリスのいな

か道を家に向かって歩いていた。 まだ十代

の この若者は見習いとして働いていた肉屋

を首に されてきたばか りであった。それ も

良い働 き口を見つけるなどとて もできそう

に もない時代にである。彼の心は痛み苦 し

んでいた， とい うよりもそれは怒 りだ った

のか も知れない。彼は主人のブラクソール

のために一生懸命働 いた。それなのに，末

日聖徒になった とい う理 由だけで，首にさ

れてしまったのである。このことを聞いた

ら両親は何 と言うだろうか，のろのろと歩

きなが らそれを考 えると気が重 くなった。

ウィリアムは1837年 に生まれ，両親の手

によって生粋の英国国教会の会貝に育 て上

げられた。母親 も熱心な会員で，随分 と小

さな内から彼を幼児学校に入れ，そこで彼

は文字の読み書きだけでな く，「全人類のた

めに死んで下 さった救い主がおられるとい

っこと」 を学んだ。また 日曜学校に出席す

る歳月の中で，彼 自身が言 う 「神聖な事柄

を敬 う心」 を教わった。

ウィリアムが初めて末 日聖徒 と出合 った

のは，13歳 の時であった。使 いで父の とこ

ろへ行 く途中，ある家の窓を幾人かの子供

たちが物 珍らしそ うにのぞき込んでいるの

を見て，彼 もその窓のところに寄ってみた。

突然ひとりの紳士に招 き入れ られて中に入

ると，モルモンの集会が始 まっていた。

彼は昔 を思い起こ してこう書 いている。

24

ウ ィ リア ム ・ウ ッ ド

「私 はその部屋の隅の方に席 を取
った。そ

こは とて もひ どい所 で， とて も神聖 な聖餐

の儀式 を行な うにふさわ しい場所 とは思 え

なか った。」 しか し聖餐は配 られ，讃美歌，

説教 と続 いた。最後の話 し手は後に大管長

会の一貝 として仕 えたイギリス人の改宗者，

チャールズ ・ペンローズであった。神会に

ついてのその話は 「神に関す る私の混乱 し

た考 えを完全に覆 してしまった。」「その説

教がだれかの心に触れた とした ら，それは

まさしく私 の心にである」と彼は書いている。

こっして，子供の時に聞いた教会 の教 え

に対す る疑問は年ご とに深 まってい くよう

だった。15歳 の時，彼は親元を離れ，肉屋

の見習いになった。彼が初めて下宿 した先

の主人は独立教会派に行 っていて，何 とか



してこの若い下宿人の宗 旨を変.えようとし

たが思 うようにはならなかった。この時の

経験は，ウィリアム自身も認めているよう

に，彼の 「宗教上の考えをかな りぐらつか

せ た」のである。近 くの修道院にいつ もの

肉の配達 をする時 にも， そこのカ トリック

の尼僧 と宗教について論 じ合 った。

心 を悩 ましていたこの頃，彼は親友のジ

ョン ・M・ ブ リッジが末 日聖徒になった と

い うことを聞いた。 当時モルモンは彼が住

んでいた 「町のすべての善良な人々か ら良

か らぬ評判 をたて られていて」，ウィリアム

はジ ョンの改宗 をひどくたしなめた。 しか

しある晩の こと，仕事が終わってか らジ ョ

ンはかつての学友に回復 された福音の幾つ

かの原則を説明 したのである。 ウィ リアム

はその教えが理にかなったものであるとい

う感 じを受け，エセ ックスのモール ドン支

部 の集会に出てみようと.約束した。そこで

耳にした教 えと暖か な雰囲気は彼の心に強

い印象 を与 えた。

3週 間後，ジョンはモルモニズムについ

てウィリアム と話 し合 った。 ウィリアムは

巡 回長老の ジ ョセブ ・シルバー とジョン ・

リ.ン.ゼーにバプテスマを受けたいと申し出

たのである。そ して1855年4月 の末， モー

ル ドンを流れるブラックウォー ター川でバ

プテスマ を受け，程な くしてアロン神権の

祭司の職に聖任 された。

ところがこうして心の安 らぎを得 た代わ

りに犠牲が求めちれたのである。「私がモル

モンになったということはたちまち知れ渡

り， 人々は私を嘲 り， ジョー ・ス ミス，ブ

リガム ・ヤ ングなどと呼び，私だけでな く，

ふた りについて も悪 口雑言 を並べ立てた。」

友人，親戚，客，.前に通った日曜学校の教

師たちは 「私が間違っているということを

分か らせ ようとして きた。」1855年 は(後 に

彼の義 父となった)サ ミュエル ・'ジェント

リー という聖任されて間もない祭司に随行
.し
，周辺の村々で公開説教 をして回る日が毎

日の ように続いた。説教 を行なったのはジ

ェン トリー兄弟で，ウィ リアムは祈 り手 と

してそれを助けていたのであるが，彼の親

戚は，「あの小 さなビリーが説教をする」と

い うことでこれ らの集会に来て説教を聞 く

ことも時々あった。親戚の中には人々の前

で彼 をばかにする者 もいたが，そのような

仕打 ちもウィリアムに 「さらに強 く真理の

原則に付」かせ ただけであった。

ブラクソール氏 とその家族は 自分たちが

属す る教会の日曜 日の集いに，何度 もウィ

リアムを連れて同席 したごともあったが，

やは りこの若い見習いを何 とか元の信仰に

戻 らせ ようとした。何度 もかな りの話 し合

いをしたが，平行線 をたどるだけであった。

そして最後に，上得意の客 を失 うことを恐

れ，「モルモン教 を捨てるか，それとも他の

仕事を見つけ るか」のどちらか を迫った。

「だんな様
，何 として も自分の信仰 を捨て

るこ とはできません。おいとまをいただき

ます。」 これが ウィ リアムの答えだった。

職 を失い，落胆 してはいた ものの，こと

の次第 をテムズ河口に浮かぶシェピ「島の

クイー ズバ ラに移って間もない両親に説明

しなければな らなか った。今や彼が一番心

に思 うことは，英国の 多くの改宗者がすで

に.しているように， シオンへ移 り住むこと

であった。道々彼はユ タへ行 く.ための十分

なお金 を稼 ぐにはどうした らよいかを考え
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ていた。

両親の新 しい住まいに着いたウィリ.アム

は暖か く迎 え入れ られた。 しか し両親は息

子が職 を失ったことを聞 くと，モルモン教

を捨て，ブ ラクソール氏に赦 してもらうよ

うに と説得 した。「母はとても悲 しんだ」とウ

ィリアムは言っている。彼 らは息子の収入

の道が絶たれたことを憂い，「私は神のみ手

の中にあり，信 じている神の戒めに従 うな

ら，仕事 も見つ かる と思 う」 とい うその宗

教上の楽天論には何の慰め も感 じることが

で きなかった。

ウィリアムはきっ とかなえられる とい う

信仰 を持ち，父親の助けを得 なが ら仕事 を

探 して島中を歩いた。そ してシェアネスの

造船所が戦争特需で活況を呈 しているとい

うことを知 った。当時， イギリス， フラン

ス，トル コな どの連合軍がクリミア半 島(黒

海をはさみ トルコの対岸に位置する)!で ロ

シア軍 と激 しい戦火を交えていたのである。

イギリス軍の部隊 と納入契約 を結んでい

たフィルモア という食肉商は，ウィリアム を.

若 くて腕 も未熟だろうと考えていたが，彼

が実際に肉を切 るところを見て， その気持

ちを変 え，雇 うことに した。給金 はと言え

ば，何 とブラクソール氏の ところの2倍 以

上の額であった。それか ら60年 後，ウ ィリ

アムはこう書いている。「あの時給金 が増

えたのは， この教会の教えを否定 しなか っ

たこと，またこの山あいの地に何 としてで'

も来たいとい う決心 と祈 りに応えて主が下

さった祝福であると，今で も信 じている。」

後にウィ リアムは大きな肉のか たまりを

持 ち上げようとして背中を痛め，海軍造船

所で働 くことに したが，給金は前 と同 じ額
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を もらうことがで きた。港での仕事は面白

かった。そしてそこを利用する多くの船の

毎 日の出入港の様子 を注意 して見ていた。

ある時， イギ リス海軍のユウロタス という

名の軍艦が近 い内に南太平洋に向けて出航

する ということを耳に し，そこです ぐにシ

オンへ行 くための計画 を立てた。彼はイギ

リス海軍に志願 し，炊事班の乗組員 として

ユウロタスに配属 されたのである。心には，

いつの 日かカ リフォルニアで下船 し，そこ

から陸路 をユタに取 るとい うことを考えて

いた。

ところが， スクリュー推進船に改造され

た，24門 の大砲 を装備す るこの 旧式 ブリゲ

ー ト艦が港 を離れるや
，彼のその望みはつ

いえ去って しまったのであ る。突然の集合

がかけ られ，司令官が極秘命令 を乗員に発

表 した。 「全乗組貝に告 ぐ，本艦 はこれよ

りク リミアの戦地 に赴 く。。」

しか し艦 を操船す る乗組員は定員の半数

しかお らず， ウィリアムもわずかな内に，

様 々な航海技術 を身に付け させ られた。彼

は後にこう書いている。「私 は炊事班貝 とし

ての仕事 をす るだけでな く，それを終える

と，砲術班の手伝 いとして，彼 らのするこ

とを何 でもさせ られたのである。砲兵 たち

はどんな時でも優れた水兵 として働いてい

た。……それで私は非常に老練な兵の下に

水兵 としての重要な技術を身につけたが，

後になっていつ も思 い知 らされて きたよう

に，それはユタで も役立って くれたのであ

る。」

リスボン，ジブラル タル，アルジェ，マ

ルタ， コンスタンチノープルな どの寄港地

では，上陸 して乗組員用の食肉を調達する



のか常であった。 しか しその航海の途中ど

こに行っても耳にす るのは激裂 なクリミア

戦争 の様子てあった。

ユウロタスはいったん クリミア半 島を離

れ， その後セハ ス トポ リの近 くに停泊 した。

セバス トポ リは双方共 多大の犠牲者 を出 し

て戦 い，結局イギリスとその同盟軍かロシ

ヤ軍 を駆逐 した町てある。ウィリアムにと

って何 よりもうれ しかったのは， この戦地

に野営す るイキ リス兵の中にかな りの数の

末 日聖徒かいて，野戦教会を組織 していた

ことであった。彼は熱心にそこに集 った。
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やがて戦 火も鎮 まり，ユ ウロタスは軍需

物資の残 りを積み込みゲシェアネス目指 し

て帰国の途についた。 ウィリアムがあいた

時間 を見つけて家族の もとに帰ると，家族

は皆 「私が まだ，彼らに言わせれば怪 しげ

な宗教 を後生大事 にしているこ とに驚いて

いた。」そしてそのことは地元の聖徒 たちに

とっても驚 きであった。それか ら彼は炊事

係，水兵 としての腕 を高 く買われ， また4

年 間，軍艦 リトリビュー ションに乗船す る

ように との任務を受けた。

「私の正 式の任務 は食 肉の係で
，小 さい

が立派な仕事部屋 を与 えられ， そこのすべ

てを任せ られた。その部屋の隅か ら隅 まで，

整然 とまた清潔に保たれているか，司令官の

点検が毎 日あった。……私は4年4カ 月の

多 くをこの部屋 で過 ごした。」

リトリビュ.一ションは地中海で， ク リ.ミ

ア戦争に用 いられた兵器類 を積んだ り，北

極海で消息を絶 った艦船の捜索に当たった

りしたが，1857年3月 ，地球 を半周 して中

国に行 き，そこで現地のイギ リス艦隊に合

流せよという命令を与えられた。その途 中

では，ペ ルーに寄 り，反乱鎮圧 を支援す る

ことになっていた。

リオデジャネイロで乗組員用の肉，果物

などの買い入れ を手伝 うために下船 した時

には， 自分はブラジルの地を踏んだ最初の

末 日聖徒のひ とりなのだ という思 いが胸 を

よぎった。

1858年5月1日 ，21歳 の誕生 日，ウィ リ

アムは許可をもらって他の乗組員たち とハ

ワイのホノルルに上陸した。イギ リスを出

航す る前に，ブ リガム ・ヤ ング大管長が太

平洋の島々に宣教師を派遣 したということ
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を聞いていたので，聖徒 たちに会えれば と

手 を尽 くしたが，「彼らについて何の1青報 も

得 ることができなかった。」彼は知 らなか っ

たが，教会は太平洋地域で働 く宣教師たち

に，当時ユ タに進軍中の合衆国軍か らシオ

ンを守るために， できれば帰国す るよ うに

と言っていたのである。そ して皮肉なこと

に，ハワイで伝道 していた宣教師の最後の

ひ とりが島を後にしたまさし くその 日が，

ウ ィリアムが ホノルルに上陸 した日であっ

た。

教会 との何の交わ りもない状況の中で，

ウィリアムは 自分 で自分の信仰 を養い続け

た。乗船す る時に持 ってきておいた 「教会

の本」 を何度読み返 したことであろうか。

彼はア ロン神権の祭司であったが，「祭司に

は聖餐の儀式を執行する権能があるという

ことを学んでいた」ので，船 内の 自分の仕

事部屋でひとりで聖餐式 を行 なってもよい

のではないか と考 えた。「私は何度 も祈 り，

儀式を行な うことを許 して下 さるようにと

主 に請い願った。」と彼は言っている。日曜

日，乗組員のための礼拝集会が終 わる と，

ウィリアムは自分の部屋に戻 り，「軍用の堅

いパン と水 をテーブルの上 に置 き，祈 りを

ささげてから，パ ンと水 を祝福 したまえと

願い求め， それを口にしたのである。これ

によって私は 多くの霊的な力 を得 ることが

できた。」

数週間 して香港に着 くと，そこではフラ

ンス，イギ リス軍が 中国 と戦っていた。 リ

トリビュー ションはクルーザー， ヒュー リ

アス， リー， ダブの4艦 に合流 し，何 カ月

に もわたって戦闘を続けた。この艦隊は揚

子江 をさかのぼ り，南京で苛烈な戦闘を行



なった。「相手側 の砲が すべて沈黙す るま

で」南京の町 を砲撃 し，これによって戦争

の終結 を1歩 進めたのである。その翌 日の

戦闘で リトリビューシ ョンはかな りの損傷

を受けた。砲撃 で足を飛ばされ仲間を助け

ようとしてもうひとりの水兵が片腕を撃ち

飛ばされるという恐ろしい光景がウィリアム

の前で演 じられた。 リトリビューションは

「射程距離内に弾丸を雨あられ と浴びせ
，

24ポ ン ド砲は幾つ もの大 きな建物 を燃 え上

が らせ，人々は群 れをな して逃げ まどった。

やがて中国政府は降服 し， リトリビューシ

ョンは香港にあるイギ リス軍の ドックに戻

った。

次に来た命令はイギ リス政府か ら日本の

大君に贈 る特別 な帆船 を日本 まで護送する

とい うものであった。1854年 ， かの有名な

ア メリカ海軍提督マシュー ・C・ ペ リーの

来訪の結果 として， 日本は4年 ばか り前に

開港 し，通商条約 を結んでいた。ウィ リア

ムはこの地 を訪れた最初の末 日聖徒 と思わ

れ る。上陸後の旅は彼の心 を躍 らせた。日

本人は彼の心に強い印象となって残 った。

「私は 日本人の中に並みはずれた進取の精

神 を見た。それはかつて出会 ったいかなる

人々の中にも見たことのないものであった。

私 は彼 らに福音 を伝 えたいという気持 ちを

覚 えた。」それから何年 もの歳月が流れ，ユ

タの地で七十人の責任 を果 たしていた時，

彼は日本への伝道に召されるようにと何度

も祈 った。 しか し，1901年 ヒーバー ・.J・

グラン ト長老が初めて伝道部 を開いた時，

その任 を受けるには年 をとり過 ぎていた。

リトリビュー ションは英国東イン ド艦隊

に編 入され，世界 をまたにかける巡航 を続

けた。セイロン沖合 では3カ 月をかけて，

沈没 した郵便船か ら貨幣，機械な どの貴重

な物品の引き揚げ を行なった。

セイロンを離れて間もな く， リ トリビュ

ー ションは海図にない珊湖礁にぶつか り
，

船 底を破損 して しまった。その危険な漏れ

口をふ さぐために，「私たちは船底の穴に防

水処理 をした大 きな帆布 を張 り」，港に向け

て全速で航海 した。 ところが修理 のために

船 をボンベ イのイギ リス軍 ドックに3カ 月

間入れていた時，乗組員たちがコレラに感

染 して しまった。「私もそれにかかってしま

い，病院船に収容 された。私は主に助けを

祈 り乗めた。」そして回復 した彼は他の乗員

た ちの看護 を手伝 った。

修理が済んだリトリビュー ションの最後

の大 きな任務はカラチか らアデ ン，すなわ

ちイ ン ドか ら紅海までの電信用海底ケーブ

ルを敷設する2隻 の大型蒸気船 を援助する

こ とであった。そ して1860年10月 ，帰国命

令が下 った。艦は進路 を南西に取 り再び赤

道 を越え，喜望峰 回りでアフリカ西海岸 を

北上 した。そして，最後の赤道越えをし，

3年 にわたる世 界1周 の任務 を終 えてイギ

リスのポーツマス港に入ったのは12月20日

の ことであった。 こうしてこの若 いイギリ

ス海軍兵は，世 界一周をした最初の末 日聖

徒のひ とりとなったのである。勇敢 な服務

ぶ りをたたえる勲章をポケ ットに入れた彼

は飛ぶようにして家に帰 り， クリスマスの

食卓に着いていた家族 を驚かせ た。

(次号に続 く)
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エ クア ドルo美 しい首都キ トーで伝道 し

ていた時のこ とです。私はひ とりの若

い教会員 と出会いました。その少女は自ら

を完全に捧げて同胞 を改宗す るために働 き，

人々の模範 とな りました。彼女の家は貧民

街にあるみすぼ らしい ものでしたが，その

心はだれ よりも豊かで した。

初めて彼女に会った時のことを，私は忘

れる.ことができません。彼女は背が低 くて

1メ ー トル50セ ンチ ぐらい，薄茶色の髪の

毛が肩 までたれて，先が少 しカール してい

ました。 しか し，同年代の少女 と著 しく異

なって見えたのは，彼女に歯がなかったこ

とです。年 をとった老人であれば少 しも不

思議 はないのですが， ミリア ンはまだ19歳

だったのです。

「いったい ミリア ンの歯は どうしたので

すか。」私は彼女の家 を後にす るとすぐ同僚

に尋 ねました。

「私に もわか りません。ただ，だれもそ

のことに触れ ようとしないのです。」

しばらくの間はそのことが気にかか って

いましたが，伝道が忙 し くな るにつれてす

っか り忘れて しまい ました。 しか し，最初

の訪 問か ら1週 間後に，私 たちは再 び ミリ

アンの家 を訪れました。彼女の父親である

サ.ンチェス兄弟 は，1年 ほど前に亡 くなっ

ていました。残された家族は， その後大変

な苦労 を重ねてきました。サ ンチ ェス姉妹

は，今では町の向こうまで働 きに出なけれ

ばな りません。しか もそれは， 洗た く女 と

いう安い賃金で長時間働 く仕事 です。その

結果， ミリアンは学校 を止めて，母親が働

きに出ている間，家族あ面倒 を見なければ

なりませ んで した。また， ミリアンの家族

には，昔 の家 を離れて一部屋 しかない現在

の住居に引っ越 さなければな らない事情 も

あ りました。私たちはこの家族の生活状態

に無関心ではい られず，定期的に訪問す る

ことを約束 しました。

その 日ミリアンの家には，ローザ という

教会員ではない友達 が来てい ま、した。 ミリ

アンに勧められて，私たちは彼女に少 し福

音 を教 えました。 しか し，福音に対する関

心がないこ とがす ぐに分か りました。それ

でもあきらめずに，家 を訪問 して家族の方

に福音 を伝 えてもよいか どうか尋ねました。

ローザは私 たちの申し出を受け入れて くれ

ました。

.次の日
，私たちは ミリアンの家に寄って，

一緒にローザの家へ行 って欲 しいと頼み ま

した。しか し驚いたことに， ミリアンはい

ろいろな言い訳を並べて，行 くことはでき

ない と答えたのです。私たちは何か隠 して

いることがあ ると思い，行けない本当の理

由 を尋ね ました。するとミリアンは次の よ

うに説明 しました。

「ローザの家は
，父が死ぬ以前に私たち

が住んでいた家の近 くにあります。父が死

んでか ら，近所の人は母 についてひどいう

わさをす るようにな りました。ある晩，私

はたまらな くなって，母 の名誉 を守 り，私

の知 っているこ.とが正 しいこ とを示そうと，

外に飛び出して行 きました。たちまち私は

近所 に住む数人の人たちに取 り囲まれまし.

た 。彼 らは私 をな ぐって思い知 らせてやれ

と言いました。そして，みんなが私にな ぐ

りかかって来たのです。ほ とん どが顔に当

た りました。私の歯が1本 もないのは，こ

.の ためなのです。」ミリアンは 自分の 口を指.

して言いました。

すべてを話 して しまうと，.ミリア ンはほ

っとした様子で，'も.しどうして も行 って欲

しいのであれば，一緒に行 きましょうと言

31

「



亀

いました。私たちは彼女の勇気 に心を打た

れ，彼女に行 ってもらうことに しました。

約束の夜がや って きました。私は同僚 と

一緒にサ ンチェスさんの家へ向かい ました
。

ところが，玄関にサンチェス姉妹がいて，

ミリアンに会わせ るこ とはできない と言い

ました。「娘 をあんなひどい所へ帰すわけに

はいきませ ん。」断固とした口調に，私たち

は返す言葉があ りませんでした。その時，

ミリアンの声が聞こえました。私たちは耳

を澄ませ ました。 ミリア ンは母親に，宣教

師と一緒に行 くのには特別な理由があるこ

とを証 しました。サ ンチ ェス姉妹は，何か
.問題があ

ったらす ぐに引き返 して来 ること

を私たちに固 く約束 させ ると， しぶ しぶ承

諾してくれ ました。

残念なことに，ローザの家族は教会につ

いて関心があ りませ んでした。帰る途中で，

ミリアンは近所に住んでいる家族 のことを

思い出して話 し始め ました。その家族の男

性 と以前にデー トをしたことがあったので

すが，好ましくない習慣 を持つ非常に俗的

な人だったので，それき りになっていると

言うのです。私はみたまを感 じて，その人

の家に案 内して欲 しいと頼みました。 ミリ

アンはひ どくため らっていましたが，その

ルイズという人が両親や息子 と共に住んで

いる家に連れて行って くれ ました。玄関に

現われたルイズは私たちを見て大変驚いた

様子でした。 しか し，私 たちを家に招 き入

れると，福音のメッセー ジを熱心に聞いて

くれました。そして，決め られたレッスン

が終わった後で，こう言いました。「最近私

は神様の本当の教会に入 りたいと思 うよう

にな りました。で も， どれが本当の教会な

のか， どうしたらそれを見分け ることがで

きるのか，私には分か りませんでした。」彼
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はす でに悔 い改め という第一段階を踏んで

いましたが，何か もっと必要な ものがある

と感 じていたのです。彼の心は，私 たちが

主の真の教会.の代表者であるこ とを理解 し

ていま した。彼ははっきりとそ う言いまし

た。それか ら1.週 間後に，ルイズはバプテ

スマ を受けました。

私たちは ミリアンとルイズの助けを得て，

この地域で6週 間の内に25名 近 くの人にバ

プテスマ を施 しました。私は，以前にひ ど

くミリア ンを苦 しめた人々と話す決意 をし

た時のことを忘 れることができませ ん。 ミ

リア ンは互 いの間に何事 もなかったかの よ

うに，教えるのを助けて くれ ました。そ し

て，数家族が福音に改宗 しました。

主に対する深い信仰 と主 のみ守 りにより，

ミリアンは同胞に対す る恐れ を克服 し，彼

女の命をおびやか した人々に福音 を教 える

手助けをしたのです。今ではその中の多 く

の人々が，自分たちの罪 を赦 し， イエス ・

キ リス トの福音 を伝えて くれた ミリアンを

敬 い， その名 をほめたたえてい ます。

編集部注;

ミリアンはこの出来事があってから

間 もな く，虫垂破裂による合併症を引

き起こして亡くなった。しかし，会員

宣教師として偉大な業績を残し，私た

ちが従うべ き大いなる模範を示 したの

である。



ノ1：え擢藁 ，τ オ ー.ビ ツ ド ・

ゾ リンガ ー

そ れは，心 を空想の中に包みこみ，仕事
や勉強をしようという考 えを押 しのけ

てしまうような，やさ しく， もの うい，そ

んなある暑い夏の 日の午後だった。私がか

つて伝道に出ていた時は，こうい う日は，

気持ちを伝道に向けることが一番 困難だ っ

た。今は学校につ いて同じことが言えた。

昼前から私は，.根の標本 を採集す るために，

キャンパスの東にある丘に登っていた。研

究室の同僚 と私は，植物学の研究課題のた

めに根 を集めていたのである。その日は，

採集が終わってか らチ ョウを追いかけた り

して遊んでいたので，当然かかるであろう

時間の2倍 もの時間がかか ってしまった。

採集を終えて しまった後で，同僚は車で私

を下までおろして くれて，それか ら私はバ
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〆

・1・、うに獅 牟.・.傘卿9午 鋒鴛 碑 蝉 や
かな空気が私の心を満たす1梱 まバスに乗

っている間中，あ したの主曜 日は
，， 日のき1

ん さんと照 る浜辺で冷たい水 たつか・りなが.

ら過ご.そラ.と考 えてレ〕たb .∴.

.概 ..勿 助 ・≧をもう牡 締 ，貧み
ずみまで想像し韓あようとした時・.≠：デピ

㍗ 」キが親しげにシ初 ・暗 を立て1て・.

，1警 な少年がぐス嫡 方から乗?r来 ⑳.：
に朱ついた。バスは半分ほど入が詰まらて

1艦 バスの前方と柳 席の閂にはレ'くつ.1
か空席があったので，.科はほと履ど注意を

払わなか・た・窓の外に目媒 しψ ら・

私は再び心 を空想の週末ぺ.と漂わせ た。

し汐・し，空想の中に戻 ろうζしたまさに

その時，
.私 は 目の片隅に卑程 りあの少年 を

とらえたのである。彼は空席 をふたつ通 り

過 ぎて， まっす.ぐに私の隣の席 を目.ざし.て

進んで来るよう.だった6.9歳 か10歳 位 だろ

うか。色.あぜてはいるが こざっぱ りしたジ

ーンズと赤いチェックの シャ.ツを着.ていた
。

シャツは少 し大 きす ぎるようだった。たぶ

んおさが りなのだろう。彼が近づいて 来た

ので，私は，彼が私 の席 を通 り過 ぎて後ろ

の方の空席の どれかにすわれば良いのに と

思いなが ら，断固として窓の外を見つめた。

しカ)し，彼はそうしなか った。

「こんにち.は，おじさん。」彼はそう言 っ

て，ぽん と私の隣に腰かけた。彼のほほえ

みは，顔の割には半分位大 きす ぎるように

見えた。私は，ほほえみ返 した くなかった

が，彼のニコニ コ顔には伝染性があったの

でチほほえまずにはいられなかっ.た。

「こんにちは」 と私は厳然たる落ち着 き

1を聖 ：候テ.ラ.ζレ鯵 ら答え々・、.、

..嘱 ・厭 無 す勧 と彼瞬 づ.た..」...「そラ
だねの秘 手答えた・「良恥日だね・」

.・今 度は どう.に.か笑 わないようにして
，私は，

.・.9μで簿 鰹 捗 嘩 ㌧'ρに.・躍 いな

がら再搾 の外に目をやろた・.そあ日はあ
..ま咋 椌 輝 る.解 ふさわし・・.日だ・た

ρ怒 替 暗 供と蘇 傭 をして過ごす
・のがも・や なく.思麺 のだ・た・少しの

間沈黙があ.り，：私は再び.く.つろいだ気分に

な.って，浜迦でバ レ「ボ「ル をしている様

子 を想像 し始めた。.

「あの
，お じさん，..あなたは結婚 してい

ますか?」

「嘩?て?・ 桝 少年筋 へ識 を戻

らせなが ち尋ね々。彼のぼほえみは，以前

.よ りもわずカミながら大き くなったようにさ

え思え..た』 、 ：.・

：「瀬 してい.齢 か.?・

「いや
。」私は.，・彼が私の気持 ち1ご感づい

で れれば.よい.と思いながら・令たく搬 た・
「ああ」 と言って彼はが っか りして下 を

..向き
，ほほえみは消 えていった6彼 は一瞬，

..面食らったよ.うだった
。.彼は考 えていた.。

それか らす ぐにまた顔を上げたのだが， そ

の 目は以前にも増 して輝 いていた。

「で も
，あなたは結婚するつ もりで しょ

う?」

私は，ほほえむつ もりはなかったのだが，

彼の 目と白く輝 く歯を見ていると，ほほえ

まずにはいられなかった。

「そうだね
。するだろ うと思 うよ。」「

「で
，結婚す る時にはあなたは奥 さんを

愛す るで し.よう?」 今度は私が面食ら.う番
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だった。その質問はこの ような幼い子供 が1.

す るには場違いだか らだ。どうや ら彼は話

を何かに導いているらしいのだが，私 には

それが何なのかはっきりはわか らなかった。

「もちろん」と私は用心深 く答えた。「も

ちろん， そうす るだろうね。」

「で
， あなたがだれか を愛 したら，いつ

もそ.の人たち と一緒にいたい と思いません

.か。死んだ後 でも。」.

わかった!彼 は私 に，..「黄金の質問」 を

してい左のだ。彼はモルモンだったのだ。

私は.彼を見つめて じっとすわっていた。.私

は答 え.なか.った。何 と言って良いかわか ら

なか ったのだ6私 は何回これ と同 じような

質問 をして来ただろう。伝道に出て.いる間，

ブラジルの通 りやバ スの中で。 しか し， わ

れは伝道 の時だった。それはその時で，今

ではなかっ.た。同 し言葉 を今 ここで，故郷

で，10歳 の少年の 口か ら聞 くとは思 いもよ

らないことだった。バスは急にス ピー ドを

落 とし，少年 は立ち上がってポ"ッ トか ら

何かをとり出 して私 に渡 した。

「あ②，お じさん，ぼ くはここで降 りな

ければな りません。これ をどうぞ。ここに

ぼ くのふた りの友達 の名前が書いてあ りま

す。・もしあなたが， もっと知 りたい と思 う

なら彼 らに電話 して下 さい。 さようなら，

お じさん。」そして.彼は行 ってしまった。

私 は彼にもらったパンフレッ トをじっと

見?ゆ てすわっていた。それは半分に折 り

たたんであ り，端が少し破れていた。私は

それ.を開いて題を読.んだ。「救 いの計画」。

私は，.2年 ほ ど前に伝道か ら帰 って来た。

私は家.に伝道 日記 とカラースライ ドとおみ

やげ.とた くさんの思い出を持 って帰った。

しか し，.私は 「伝道」 とい う大切 なもの を

置いて来て しまったのだ った。我が家にい

る間に何人の人に教会につ いて話 しただろ

う。「黄金の質問」を何 回しただろう。ただ

話題 を持 ち出しさえすれば興味を持 った.か

もしれない人が何人いただろう。私は，今

ま.さに，私の伝道期 間すべての間に学び得

なかった，宣教師につ いての教訓 を学んだ

のだった。そしてそれは，証 とほほえみ以

外何 も持 っていない幼 い少年によって教え

られたのである。

今やバスは満貝になっていた。 もう町の

中心地近 くまで来ていて， もうす ぐ5時 だ

った。背広を来た若い男が私の隣にすわっ

た。人前 を気 にして私はシャツのポケ ット

にパ ンフレッ トを詰めこみ，足 もとを見つ

めた。私は先程の少年についてまだ考えて

いた。彼は若かったけれど，私がかつてそ

うであったよりもはるか に宣教師 らしか っ

た。私は再びさっと上 を向いた。隣にすわ

った男は窓の外を見ていた』たぶん空想に

ふけっているのだろう6

「結構 な日じゃありませんか。」私 は考 え

ずに言った。

「ええ。」 と彼はほほえみ返 し，「とて も

きれいな夕焼けですね」 と言った。

私 はしばら くポケ ットの中のパ ンフレッ

トを指でさわ りながらじっ としていた。そ

れからで きる限 り大き くほほえんで尋ねた。

「あなたは結婚 してい らっ しゃいます

か?」

～
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夜 明 け
七十 人第 一定員会会員

.ロー レン ・C・ ダ ン

私 は走ることが好きです・
最近 の召 しでニ ュー ジーラン ドに滞

在 していた時 も，毎朝早 く，私はオー クラ

ン ドのアーニーロー ドにある自宅 を出て幾

つかの通 りを走るのを 日課 としていました。

時には リミュエラや ワンツ リーヒルに も足

を伸ば しました。ニュージーラン ドの早朝

ランナーには， たくさんの楽 しみがあるの

です。自然の美しさも格別ですが，これほ

ど素晴 らしい眺めの 日の出が見られる国 も

珍 しいで しょう。たなび く雲 が朝 日を受け

て空が赤 く染まる朝もあれば，和 らか な く

すんだ色の朝 もあ ります。 しか し，それ以

外の朝は決 まって うっとうしい雨模様です。

ですか ら， 日の出が人々に何 をもたらすか

は一口に言い表わせ ません。素晴 らしい夜

明けにな りそ うな空が，にわかにか き曇 り，

一変して暗やみの中の雨になる時 もあるの

です。か と思 うと，.一瞬の うちに太陽が雲

間か ら現われて，壮観 な夜明けが広がる時

もあります。毎 日違います。夜 明けはそれ 自

体，神秘 と驚異のべ一ル包まれているのです 。

人生 もこれ と同 じです。本当の ところ，

日々何が待ち設けているか私たちにはわか

りません。私たちは一 日一 日を，来るまま

に受け止めなければならないのです。

イエス ・キリス トの福音は，毎 日をどん

よりした曇 り空か らぱっ と明るい空へ と奇

跡的に変えるためにあるのではあ りませ ん。

イエス ・キリス トの福音は，良い 日には感

謝の念 を持って臨み， また悪い 日には信仰

と決意 とを持って，「新 しい夜 明け」が慰

安 を与 えて くれるまで対処することのでき.

る内なる光，強さを私たちに与えるために

あ るのです。

「……すべて神に頼 る者は
，苦 しみ悩み禍

に逢 う時に助けられて これ らを忍ぶこ とが

でき， また終 りの 日に高 く挙 げられる。こ

れ を私は確に知 っている。」(ア ルマ36：3)

何年 か前にな りますが，私 たち家族がボ

ス トンに住んでいた時のことです。何 とも

いやな一週間を過 ごしたばか りで した。い

や な一週間 と言えば どのよ.うなものか，お

わか りいただけるでしょう。7日 間，来る

日も来る日も連続 しておもしろ くないこと

が起こったのです。その週の終わ り頃には，

私はす っか り気がふさいで，少 し気落 ちし

て いました。

それで とうとうある夜，家族が寝静 まっ

てから，私はこの まま起 きていて，いつ も

の朝晩の祈 りの時以上に堅 く決意 して本当

に主のみもとに近づ こうと決心 しました。

明か りの消 えた家の階下の書斎にひ ざま

ず くと，心か らへ りくだって主に祈 ろうと

い う気持 ちになりました。そ して，私は心

の奥底か ら自分の気持ちを率直に打 ち明け

ました。祈 りなが ら，私 は主が ここにおら

れ，気づかっていて下さるという確信を得

る必要がある と感 じました。過去 の経験か

らわかってはいましたが，それで も再確認

を必要 とす る時があるものです。祈 りの中

で，私はそのこ とを願い ました。その結果，
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非常に珍 しい経験 をしたのです。それまでr

に も霊的な経験 をしたことはありました。

しか し， この時の経験 ほど私に とって霊的

な ものはあ りませ んで した。みた まの現 わ

れが非常に現実の ものであったので，私は

はっきりと感 じるこ.とがで きたのです。.私

は全身がみたまに満たされるの を覚 えまし

た。それもただの一度ではな く，ほんの1，

2分 の間に何度か味わったのです。

その夜，私 はみたまによって生まれ，救

い主は生 きておられるだけではない，私の

ことを知 り，真実の神 の愛 をもって私 を心

に懸けていて下 さるのだとい う一層強い，

確 固たる知識を得て，書斎 を出たのでした。

この経験はその後何 日に もわたって私 に

影響 を及ぼ しました。そのため，私 は自分

の同胞に対 して，た とえ道行 く見知 らぬ人

人に対 してでさえ，"心から気づかい愛する

気持 ちを抱 いたのでした。以前ならほとん

ど関心がないか，.ま るで関心がなくて通 り

過ごしたで しょうが， その時は心配 し関心

を持ったのです。 自分の家族でさえ一段 と
い と

愛お しいように思えました。私は どこの国

の聖徒たち とも絆 を感 じ，同胞に仕 えたい

と思いました。

その時， 自分が どんな試練に直面してい

たのかは覚えていませ ん。例 にもれず，そ

の時の試練 も過 ぎ去って しまったのです。

しか し，聖霊によって癒 され たあの夜の経

験だけはいつ までも忘れないで しょう。聖

霊は私にこの ことを再び確証 して く.れまし

た。それは，私 たちの心が正 しければ私た

ちは主のみ前に行 くこ とができ，程度の差

や方法の違.いこそあれ主は聖霊を送 り癒 し

て下さるというこ と， また聖霊は癒すだけ

でなく，私 たちと主 を結びつけて下さると

い うこ とです。不思議 な経験は しなくて も，

日常の経験か らこの.確証は得 られます。

人生の新 しい一 日が始 まる度に，意義あ

る祈 りと戒め を守 ることに よって 自らを備

.えるこ とができます ように。このようにし

て聖霊 の光は私たちの内か ら輝 きいで，私

たちを励 ますのです。聖霊の光は，行 く手

に何があるか を最 もよく教えて くれます。

また私 たちが変えることのできる点， ある

いは変えるべ き点を変えるように導いてく

れます。 さらには， どうにもできない経験

に遭っても堅 く信仰 を保てるように助けて

くれ るのです。

「主 な る神 は 日です，盾です。主は恵み

と誉 とを与え，直 く歩む者に良い物 を拒ま

れるこ とはあ りません。」(詩 篇84：11)



曾 小εちお友把ちへ 曾

ペ ル シ ャの 市場 は･色 と りど りの

テ ン トとい い,に ぎわ い どい い,

ま るでサ ー カ スの よ うで した。

ジ ョナ ス･ハ ン ウ ェ イ は イ ギ リス

け おり もの

の商 人で,ペ ル シャに毛織物 を買い

にや って きました。 ところが王家 の

パ レー ドが行 なわれ る とい うこ とで,

取 り引 きも何 もできな くなって しま

いま した。

｢王子様のお通 りだ,道 をあけろ。｣

お役 人が こう命令 しましたヨ

王子様 の行列が近づ くと,人 々は

頭 を深 くさげ ました。 これがその国

のな らわ しなのです。 で もジ ョナ ス

はそ うしませ んで した。一体何が あ

るのだろ う,よ く見てや ろ うと思 っ

たのです 。4人 の強 そ うな男が,た

れ布 でか ざられた王子様のか ごをか

ついでい ました。 もうひ とりのひ と

が王子様 の頭 に 日よけの よ うな もの

をか ざしてい ます。

｢な るほ ど,あ れはいい。｣ジ ョナ
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｢ノ､ン ナ･来 て ち よラだ い。｣

柳の茂みの中の小屋 で遊 んで

いると,母 さんの呼ぶ声が しました。

｢何か しら?｣ハ ンナ は人形 をしま

って,す ぐ家 に帰 りました。

｢ま あ ,早 い こ と。｣母 さんは う

れ しそうに,に っこ りして言い まし

た。｢母 さん,こ れか ら急 い でハ ン

セ ン姉妹の家に行か な きゃならない

の。それでハ ンナに,夕 食 に使 うじ

ぐら

やが い もを穴蔵か ら出 しておいてほ

しいの 。｣

｢で も
,母 さん!｣ハ ンナ は 身

ぶ るいが しました。｢穴 蔵 には クモが

いっぱいいる し,そ れに きょうは ガ

マ が出て くるの を見たわ。わた し,

行 きた くない。｣

す ると母 さん は言 い ま した 。｢だ

れだ って,い や なこ とで もしなけれ

ばな らない時が ある ものなの よ。サ
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がれて しまったのです。ふ た りは穴

蔵に とじこめ られて しまいました。

サ ミーは泣 きじゃ くって います。

で も,｢私 は泣 い ち ゃい け な い｣と

ハ ンナは思 いました。そ して,サ ミ

ー をだきしめ て言 い ま した。｢サ ミ

ー,泣 か ないで。ふた りで いっ しょ

にお祈 りしましょう。｣

目をとじる と,ハ ンナは祈 りま し

た。｢天 のお父 さま,ど うか サ ミー

と私 を助けて くだ さい。穴蔵 に とじ

こめ られ ま した。家にはだれ もいま

せ ん。 どうか ここか ら出 られ るよ う

に助 けて くだ さい。｣

話す との どが痛み ます。穴蔵 の中

の空気が な くな って きたのです。

もうガマや クモ を気 に して いる暇

はあ りません。ハ ンナは板切 れ を見

つけ る と,サ ミーに言 い ました。

｢サ ミー
,手 伝 って。急い で天井

に穴 をあけ るの よ。｣

ふ たりは板切 れ を持 って,息､を 切

らしなが ら,何 度 も何度 も頭上の土

をくず しました。

そ して,サ ミーが,｢ぼ く,も うへ

とへ とだよ｣と 言ったその時 です。

板 を持 った手が急に軽 くな りま した。

とうとう穴 をあけたのです!。

ハンナはほ っと一 息つ きました。

42

その時 です。 ドシン,ド シン と打つ

音が聞 こえて きま した。 その たびに

周囲の土が振動 します 。｢だ れ か外

にい る。で も,母 さん じゃないわ。

こんなに早 く帰 って くるはずが ない

もの。｣

突然,入 口の方か ら男の人の声が

しま した。｢だ れか いるか い?｣

｢は 一い
,い ます。｣

｢大 丈 夫 か?今 す ぐ出 してあげ

るか らね。｣カ ー ド兄弟 で した。

こ うしてふ た りは,土 の中にあけ

た小 さな穴か ら助け 出されたのです。

サ ミーは帰 って来 たお父さんにこ

う言 いま した。｢父 さ ん,ハ ンナが

助 けて くれ たんだ よ。ふ た りで穴 を

あけたんだ。｣

｢そ れ を私 が 見 た って い うわけさ。

実 に不思議 なんだがね。｣カ ー ド兄

弟 は言いま した 。｢今 まで君 の土 地

は､一度 も通 った こ とが なか った。 き

ょうの午後 に もそのつ もりは なか っ

たのだ。 ところが ど っい っわけか,

足が こっちの方 に向 いてね。 きっ と

主 がお導 き くだ さったのだね。｣

｢カ ー ド兄 弟 ,私 た ち もそ う思 う

わ。｣ハ ンナ とサ ミー一は,顔 を見合

わせ てにっこ りしました。
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ハワイへの伝道にも行きましたし,
せん きよう し

イギリスへも宣教師として行きまし

た。そして,ヨ ーロッパの伝道部長
め

の召しも受けたのです。27さ いでジ

ョセフはイ壷徒に塑荏され,/90/年 に

は失瞥農に召されました。

オランダに,ジ ョン･/レ オソフと

いう名の少年が住んでいました。こ

の少年は,目 が見えませんでした。

ある時,ス ミス大管長がオランダに

おいでになることを聞いたジョンは,

お田さんにこう言いま した。｢予言

者にはどんな宣教師よりも大きな力

があるんでしよう。ぼくを予言者の

ところへ連れて行って,予 言者にぼ

くの目をのぞきこんでもらえないか

しら。そうしたら,ぼ くの目はきっ

とよくなるよ。｣

スミス大管長は,集 会が終わると

ジョンの目をおおっていたほうたい

を取りました。そして,ジ ョンの目
し　 バま

をのぞきこみ,祝 福 し,目 が見える

ようになると約束しました。こうし

て,ジ ョンは家へ帰りました。そし

て,ほ うたいを取ると,ジ ∋ンは大

声でさけび ました。｢お田さん,目

がよくなった。もういたくない。何

でもよく見えるよ。｣

モルモン経クイズ
1～15の そ れぞれの人物 と関係するものを選 んで下 さい。

/.ア ルマ

2.リ ー ハイ

3.ノ ア

4.レ ミ ュエル

5.ヒ ラマン

6.サ ミュエル

7.レ ーパン

8.ベ ンジヤミン

9.レ ーマン

10.モ ロ ナイ

個.ラ モーナイ

12.サ ラ イア

13.モ ル モン

14.ジ ェレド

15.ア ビナダイ

a.正 しい王様

b.悪 魔の手下

c.2000人 の若者の先頭になって戦った

d.最 後のニーファイ人

e.ジ エレドの民の指導者

f.ニ ーファイ人とレーマン人の父親

g.糞 鍮験を持っていた

h.ニ ー ファイ人の予言者

i.レ ーマン人の王様

｣.す ばらしい宣教師

k.レ ーマン人の指導者

1.モ ルモン経をまとめた人

m.リ ーハイ

n.ニ ーファイ人とレーマン人の田親

o.レ ーマン人の予言者
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一
再奉献の祈り

1981年9月1日(火)

一 横 浜 の地 に て一

日本・韓国地域代表役員

菊 地 良 彦

このお祈りは80年前，横浜の森において捧げ

られたヒーパー ・J・クラント長老の奉献の祈

りを記念するため，なされたものである。なお，

お祈りは20分以上にわたっているがスペースの

関係で一部省略の形にしたのでご了承いただき

たい。



永 遠の父なる神様 私たちは今誘 なた
の御子の証人であ るヒーバー ・J・ グ

ラン ト長老が80年 前， 日本の地 を奉献 して

下さった時の場所に集ってお ります。私た

ち，また先祖 に 「永遠の真理 と光」そして

「永遠の生命の道」を与えて下 さいました

ことを心か ら深 く感謝 申し上げます。 この

回復された 「偉大な真理」 と 「栄光 の道」

を今，私たちが歩むことがで きますことを

感謝申し上げ ます。

偉大なあなたの僕 であるジョセブ ・ス ミ

スの大いなる犠牲 とさらには開拓者の犠牲

を通 して，今，私たちは 「真理」 と 「喜び」

をかみしめながら， 日々生活できています .

こ とを心か ら感謝申 し上げます。あな旗っ

御子イエス ・キ リス ト様の美 しい愛 と犠牲，

そしてあなたの深い御慈悲に心か ら感謝申.

し上げます。私 たちに 「命」 を与えて下さ，

り，この緑 あふれる日本の地に「生命の水」

を与えて下 さり，永遠の幸せ を享受できま.1

す ことを心か ら感謝申し上 げま.す。

この 日本の地があなたの 「みたま」に よ.

って祝福され， 人々の生活が うるおされ，

教育 を受け，平安な生活 を送れますことを

心か ら感謝 申し上げ ます。この世に私 たち

を送って下 さ り，私たちの生命 をお守 り下

さっていることを感謝 申し上げ ます。今，

た くさんの回復 されたメッセージを伝 える

宣教師をこの 「日いずる国」 日本にお送 り

下さっています ことを感謝 申し上 げます。

1901年9月1日 に， あなた様は， ヒーバ

ー ・J・ グラン ト長老の 「聖な る祈 り」 を

お聴 き下 さいました。その80年 後の今，私

たちは愛する 日本の指導者 と共に， ヒーバ

ー ・J・ グラン ト長老が奉献 したこの地に

46

ぬかづ き，あなたの御前に頭 を垂れ，私た

ちの心からの祈 りをお捧げ します。

神 よ，願わ くは，我々の願いを聞 きとど

けたまえ!我 々の感謝の気持ち，希望，

夢，霊の喜びそして魂 の叫びをどうぞ聞 き

とどけたまえ!私 たちはあなたか ら数え

切 れない恵みをいただいています。

どうか， この 日本の民を，山々を，丘や

谷，緑の木々 と大きな流れ，小川，海辺，

すべて作物のなる農地 を，そして 日本の津

津浦々 までも祝福 した まえ。あなたの 「聖.

い みたま」 を朝露のごとく， また，清い風

のご とく注 ぎ， この 日本の地 を清めたまえ。

特に宣教師の働いている多くの地 を祝福

したまえ。宣教師たちの上にあなたか らあ

ふるる祝福 と恵みが注がれ，彼 らが心の清

い人タ.を見いだすこ とができるように， ま

たヂ田本人の一人一人 をみたまの力に よっ
.て清め

，祝福 したまえも 日本の人々が， こ

吻 回復 された真理 を心から受け るこ とがで

きます ように， その備えの道を与えたまえ。

我々のワー ド部，支部，ステーキ部，伝

道部の建物 を清め祝福 したまえ。それ らに

あなたの聖 きみたまが豊かに注がれて栄光

の顕われる場所 となさしめたまえ。

あなたの尊い御子が，枕 しお休みにな ら

れる東京神殿を私たちはいただいて心から

深 く感謝申し上 げます。願わ くは，私たち

.が身 も心 も清め，あなた との交 わりを一層

深めることのできる聖所 として保つことが

できます よう祝福 したまえ。そして多くの

聖徒 たちが その宮居に詣でるこ とができる

ようにその聖なる場所 を祝福 したまえ。私

たちの家庭 を，家族一人一人を清め，祝福

した まえ。ここに列席の伝道部長御夫妻一



人一 人の上に， あなた様の特別 なご慈悲が

効 て働 が・.あなたの 「み栄え・糊 わ
すべ く..，曾生懸命，宣教師や聖徒 らを鼓舞

することがで きるように，彼 らに特別な 「み

.たま」.を注 ぎな.まえ。ま牟坤区代表，ステ.
』 キ部長そ してすべての教会指導者の上に.

あなたの特別 な祝福が もたらされ，その一..

人一 人に霊性 と指導性を与えた.まえ。

.天の父なる神様，.私たちの罪 をどうぞお

赦 し下 さい。私たちの嫉妬の心;..私た ちが

人を羨む気持 ち， そして人を批判する気持 、

ち，私 たちの魂に内在す るバ ビロンをどう'

ぞ取 り除 きたまえ。今.日をもって，、私 たち

は 「神権の力」によって，あなたを信 じ，

お慕い申し上げる 「純粋な愛の気持ち」 を

通 じ， それらの悪の霊のバビロンを明白に

取 り去 ることができ添 ように，私たちに勇

気 を与 えたまえ。 この 日本の津々浦々にあ

なたの聖なるみ名 と聖 いみたまを.あふれる

ばか りに注ぎたまえ。

あなたは，いにしえのモルモン経の予 言

者 を通 して， この地をかんらんの樹木園の .
一 番端に植 えられた木の枝の一本にたとえ

られました。あなたの僕， ジョセブ ・フ ィ

ールディング ・ス ミスを通 して そのことを

知 らせて下 さいました。 また， あなたの僕，

ゴー ドン ・B.・ ヒンクレー を通 して，「こ

れはまさしく日の出ずる国，教会の出ずる

国」 と告 げられました。さらにハ ロル ド・

B・ リー を通 して，第二次世 界大戦は， 日

本の民がこの回復 された福音 を心から受け

入れるその準備の時であった と言われ まし

た。そして，マシュー ・カ.ウリー を通 して，

あなたはこの地 を清め，祝福 して下 さいま

した5日 本の津々浦々に神の王国，・シオン

のステーキ部が広 まり，「神 殿がい くつか

建てられる」 と宣言されました。また， ヒ

ュー ・B・ ブラウンを通 して 日本の兄弟姉

妹 たちは，中国や ロシアなど，世界の国々

に福青を携えて吟 き，伝道をする・であろう

と，そ して， こり地か ら教会の揖導者がた.

くきん生 まれ るであろうとも予言さ.れまし..

た。 こうして，あなたの聖なる僕であるこ.

れ らの多くの予言者たちは，た く.さんのこ

∫とを日本のなめに予 言されました。

天の父ケる.神禄・..祥た ちのこの 日本の何

「.蕉 何千万 とい.う.人々 が あタたの教会に，.

あなたの道に群れ を.成して入.るように祝福

したまえるあなたの子供 たちが，霊の暗黒

の長旅 を終 えて魂の故郷につ き，旅の傷や

疲れをいやすべ く暖か く迎え入れ られます

よう教会 を清めたまえ。旅人が暖かい，キ

リス トの愛 とその喜 びのおとずれにより休

む寝床が与 えられ， 食物やね ぎらいの言葉，

平安 な心，そ して，永 遠の旅路 を歩む勇気

と霊感が与 えられ るところとして 日本の教

会 を祝福 した まえ。

新 しい教会員一人一人の魂 の中にイスラ

エルの血気 と霊気が脈々 と流れ るように祝

福 したまえ。そして私たちのすべての心が

天上 にうつ るように，特別に心から清めた

まえq

こ こに 日本伝道80周 年 を迎 えることがで

きましたことを感謝 申し上げます。 これ ら

の聖 なる祈 りを，ここに集いました私の永

遠の友である兄弟姉妹， ならびに私の魂の

兄弟姉妹 の祈 りと共に.イエス.・キ リス トの

み名 によってあなたの御前にお捧げいた し

ます。アー メン。
.(
}部 省略)

＼
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